
@ 男女共同参画都市宣言
21世紀の扉カ鳴いた今、私たちは輝く未来を創り

たい。自分を生かし、他人を認め、女も男も共にいき

いきした暮らしができるまち我孫子にするために、こ

こに「男女共同参画都市Jを宣言します。

1私たちは、男女がお互いの人権を尊重する我孫子に

します。

2私たちは、社会のあらゆる分野で、男女が平等に参

画する我孫子にします。

3私たちは、男女が一人ひとり自立し、責任を分かち

合う我孫子にします。
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報

ツ
ャ
パ
シ
バ
ー
ド

刊
月
園
田
・
回
日
市
内
5
会
場
で

「ジ
ャ
パ
ン
バ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
4」
は
日
本
最
大
の

鳥
の
盤
藁
で
す
。
刊
月
6
日
出

・
ア
日
倒
の
2
日
間
、
市
内
の
5
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
み
な
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

同

M
L

民

凶

問

。
講
演

「
マ
レ
ー
シ
ア
の
野
鳥
と
そ

の
保
護
の
現
状
」

(
6
日
)

た
く
ら
ん

O
烏
学
講
座

「托
卵
す
る
烏
と
さ
れ

る
烏
の
攻
防
戦
と
進
化
」
(
6
日
)

。
手
賀
沼
水
鳥
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E

「
田
ん
ぽ
と
水
鳥
」

(
7
日
)

。
カ
ラ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
7
日
)

。
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
ア
l
ト
作
品
展

〈
烏
を
描
い
た
絵
画
)
(
6
・
7
日
)

。
野
鳥
映
像
上
映
会

(
6
・
7
日
)

@
キ
ツ
ズ
ネ
ス
ト
〈
子
ど
も
広
場
・

パ
1
ド
カ

1
ピ
ン
グ
教
室
ほ
か
)

(
6
・
7
日
)

。
烏
の
銘
菓
販
売

(
6
・
7
日
)

。

「烏
」
の
写
真
展

(
6
・
7
日
)

閉
門
川
園
門
川
凋
川
凶
阿
川
凶
問

。
市
内
小
中
学
校
科
学
作
品
展
〈
烏

採
れ
た
て
野
菜
を
即
売

我
孫
子
市
農
業
ま
つ
り
・
共
進
会

刊
月
困
日
・
回
日

場
所
ア
ピ
ス
タ

主
催
我
孫
子
市
農
業
背
壮
年
会
議

。
農
産
物
共
進
会
・
展
示

日

時

日

月
日
日
出

展
示
:
・
正
午

か
ら
午
後
2
時

展
示
物
即
売
:
・
午

後
3
時
か
ら
4
時
初
分

表
彰
:
・
午

後
2
時
却
分
か
ら
3
時

。
家
庭
菜
園
の
野
菜
品
評
会

日
時

U
月
日
日
出

出
品
受
付
:
・

午
前
日
時
か
ら
日
時

審
査
:
・
午
前

日
時
加
分
か
ら
正
午
展
示
:
・
正
午

か
ら
午
後
2
時

表
彰
:
・
午
後
2
時

加
分
か
ら
3
時
(
出
品
方
法
は
下
表

参
照
)

。
新
鮮
野
菜
の
即
売
会

日

時

日
月
M
日
制
午
前
9
時
か
ら

午
後
O
時
初
分
(
あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産

物
、
売
切
れ
次
第
終
了
)

フ
Z
ス
テ
ィ
パ
ー凡

。
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ゲ
l
ム

玉
入
れ
ゲ
l
ム

日
月
四
日
出
正
午

か
ら
(
路
年
産

「新
米
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
外
れ
た
ら
「
お
楽
し
み
粗
品
」
)

玉
転
が
し
ゲ
l
ム
日
月
比
日
制
午

前
9
時
か
ら
(
赤
い
卵
を
1
0
0
人

分
〈
1
人
目
個
)
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
外

れ
た
ら
「
お
楽
し
み
粗
品
」
)

※
左
記
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
か
ら
ゲ
ー

ム
の
参
加
券
が
取
得
で
き
ま
す
o

zq一¥
¥若
者
宅
-
件

O
B
E面
的
己
-

n
O
B¥ロ
O
E
O
-¥ロ
0
5
2
.
Z
B

。
湖
上
パ

1
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〈
天

候
に
よ
り
中
止
あ
り
〉

(
6
・
7
日
)

。
烏
関
連
商
品
の
展
示
と
販
売
〈
望

遠
鏡
、
双
眼
鏡
な
ど
〉

(
6
・
7
日
)

@
永
井
真
人
さ
ん
の
ト
1
ク
と
ラ
イ

ブ

(
6
日
)

。
ヨ
ッ
ト
体
験
会
〈
天
候
に
よ
り
中

止
あ
り
〉

(
6
・
7
日
)

。
海
外
の
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

情
報

(
6
・
7
日
)

。
噴
水
前
で
の
パ

1
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ

(
6
・
7
日
)

団
門
川
刷
什
U
四
日
凶
門
什
館]

。
企
画
展
「友
の
会
展
」
(
6
・7
日
)

@
小
中
学
校
パ

l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
作

品
展

(
6
・
7
日
)

※
日
月
6
日
・

7
日
は
入
館
無
料
。

同
日
日
門
U
U園

。
パ

l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

。
野
菜
づ
く
り
相
談
コ
ー
ナ
ー

日

時

日

月
日
日
出
午
前
日
時

か
ら
午
後
4
時
、
日
月
比
日
制

午
前
9
時
か
ら
正
午

圃

農
政
課
・
内
線
5
1
2
(当

日
は
宮
0
9
0
・
8
7
4
2
・

0
8
2
2
)
 

作
品
展

(
6
・
7
日
)

@
デ
ジ
タ
ル
パ

l
デ
ィ
ン
グ
〈
フ
ィ

ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
速
く
の
鳥
を
観
察
V
(
6
・7
日
)

関

連

イ

ベ

ン

ト

O
J
B
F
2
0
0
4
庖
頭
ポ
ス
タ
ー

展
〈
小
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を

我
孫
子
・
天
王
台
地
区
叩
商
庖
会
の

庖
頭
に
展
示
〉

(
7
固
ま
で
)

。

「駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
(
6日
)

圃

ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
(
市
役
所

企
画
調
整
担
率
一
内
)
・
内
線
2
7
3

詳
し
い
内
容
は
、
叩
月
時
日
号

の
「
広
報
あ
び
こ
」
、
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ

Z
岬
ち
に

¥
2
2
2・E『

az一

ω

S
・
コ
患
を
ご
覧
く
だ
さ
い

家庭菜園の野菜を出品してみませんか
対象 市内の家庭菜園や市民農園で採れた野菜類

※品目や規格は、実施要領(農政謀、各支所・行政連絡所、

市内の農業協同組合各支庖に用意)を参照。

申し込み ハガキまたは申込書(実施要領に添付)に、住所、

氏名、電話番号、品目名(1世帯3品目まで)、作物のPR、

返却希望の有無を明記し、 11月9日必着で〒270・1192市

役所農政課(住所省略可)ヘ

問自fiill菌思民自信(咽E鵬岬ID)オオバンあぴこ市民債

ご応募ありがとうございました すぎなみ自治のつどい

日時 11月13日出午後2時

蝿所 セシオン杉並(杉並区梅里1の22の32、東京メトロ丸ノ内線「東高
円寺駅J下車徒歩6分)

内容基調講演北川正恭早稲田大学大学院教授(前三重県知事)

パネルディス力ツシヨン 「これからの自治の確立に向けてJ
コーディネーター…北JII正恭早稲田大学大学院教授

パネリスト…清水聖義太田市長、中田宏横浜市長、福嶋浩彦我弼子市長、

穂坂邦夫志木市長、山田宏杉並区長

総合司会・須磨佳津江キャスター

定員 560人(申し込み不要直接会場ヘ、参加無料)

主催杉並区、杉並区教育委員会

第 1固は白山中学校

今号から「子どもページJがスター

卜します。これは、子どもたちの意見

を表明する場として、広報あびこの1

ページを子どもたち自身が自由に企画・

編集するものです。

中学校は1枝で1ページ、小学校は

2枝で1ページを使用し、中学校の後

に小学校の子どもぺージを掲載してい

きます。

元旦号を除き隔月で掲載し、第2回は

久寺家中学校で、 2月1日号の予定です。

古利根沼の用地取得のために募集した

「オオパンあぴこ市民慣Jは、発行額2億

円に対して、 1260通、10億3150万円

の応募がありました。このため、 10月

18日に公開抽選を行い 257通が当選し

ました。

抽選結果については、応募いただいた方

全員に 10月22日に発送しましたので、

当選された方は、 11月4日開から 12日

幽までの間に購入手続きをお願いします。

固財政担当・内線223

人 と鳥が共存し まち手賀沼を誇れる
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市
民
委
員
を
募
集

子
ど
も
総
合
計
画
推
進
市
民
委
員
会

を
計
画
の
推
進
巴
反
映

.... -
平
成
時
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

市
の

「子
ど
も
総
合
計
画
」
は
、
四

歳
未
満
の
我
孫
子
の
子
ど
も
た
ち
ゃ

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
関

し
て
、
市
の
考
え
を
明
確
に
し
、
そ

の
目
標
に
向
け
て
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、

「子
ど
も
総
合

計
画
推
進
市
民
委
員
会
」
の
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
の
方
に
は

計
画
の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
や
提

言
、
計
画
推
進
の
検
証
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

2
人

応
募
資
格
市
内
在
住
で
、
子
ど
も

t1 怠

11日lirちl担保日間J
自民健康保険'1助け合いの制度です

みんなの医療保険税納めて安Iら

第 1128号

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
加

入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
病
気

や
け
が
な
ど
の
と
き
に
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。

。
保
険
税
は
納
期
限
内
に

治
療
費
は
、
加
入
者
が
3
割
を
支

払
い
、
残
り
は
国
民
健
康
保
険
が
負

に
関
す
る
活
動
等
の
経
歴
の
あ
る
方

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

任
期

平
成
げ
年
1
月
か
ら
2
年
間

(
年
数
回
程
度
開
催
予
定
)

応
募
方
法
・
圃
「
子
育
て
、
子
育

ち
ゃ
子
ど
も
の
自
か
祥
験
、
社
会
体

験
な
ど
へ
の
意
見
・
提
案
等
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
1
マ
で
8
0
0
字
程

度
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
と
必
要
事

項
を
明
記
し
た
所
定
の
応
募
用
紙

(
市
役
所
子
ど
も
謀
、
各
図
書
館
・

公
民
館
、
市
民
体
育
館
に
用
意
)
を

日
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

9
2
市
役
所
子
ど
も
課
(
住
所
省
略

可
)
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

圃

子
ど
も
謀
・
内
線
4
0
8

担
し
ま
す
。
そ
の
負
担
分
に
は
保
険

税
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
保
険
税
は
国

民
健
康
保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
重

要
な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
、
っ
。

。
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

保
険
税
を
口
座
振
替
に
す
れ
ば
、

「自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で

納
め
忘
れ
が
な
い
」「一

度
手
続
き

す
れ
ば
自
動
継
続
さ
れ
る
」「
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
に
行
く
必
要
が
な

い
」
な
ど
、
大
変
便
利
で
す
。
預
貯

金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
の

、
?
ぇ
、
下
表
の
金
融
機
関
で
簡
単
に

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

。
郵
便
局
で
も
納
付
が
可
能
に

日
月
1
日
か
ら
、
郵
便
局
窓
口
で

の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
日
年
度
に
つ
い
て
は
叩
月
1

日
以
降
の
再
発
行
納
付
書
の
み
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
郵
便
局
で
の

納
付
を
希
望
す
る
方
に
は
納
付
書
を

E函E湿3
いざというときのために

正しい応急手当を学びませんか

送
り
ま
す
の
で
、
国
保
年
金
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

。
保
険
税
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な

方
へ特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、
保
険

税
や
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃

国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

千葉京葉千葉興業東京三菱
銀行 三井住友みずほ りそな UFJ 

常陽関東つくば茨城

信用金庫 千葉東京ベイ水戸

その他 東葛ふたぱ農業協同組合郵便局

口座振替取り扱い金融機関

※銀行、信用金庫、農協は本・支庖で、郵便局は
全国の窓口で手続きできます。

突
然
の
け
が
や
病
気
で
呼
吸
や
心

臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
何

の
応
急
手
当
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
救
命
率
は
極
め
て
低
く
な
り
ま

す。
消
防
署
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

正
し
い
応
急
手
当
を
行
え
る
よ
う
に

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

日
月
幻
日
制
午
前

9
時
か
ら

午
後
5
時
初
分

場
所
消
防
本
部
(
参
加
無
料
)

内
容

救
命
手
当
(
人
工
呼
眼
・
心

肺
態
一
法
、
止
血
法
な
ど
)
、
け
が

や
病
気
の
時
に
役
立
つ
知
識
・
技
術

の
指
導

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
ロ
歳
以
上
の
健
康
な
方
、
先

着
却
人
(
昼
食
持
参
)

申
し
込
み
・
圃
直
接
ま
た
は
電
話

で
消
防
本
部
嘗
防
課
宮
7
1
8
1
・

7
7
0
1
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

夜
間
は
宮
7
1
8
4
・
0
1
1
9
)

刊
月
9
日
か
ら
時
日 台

風
辺
号
・
お
号

市
内
各
地
で
被
害
が
発
生

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

台
風
辺
号
は
、
市
内
で
瞬
間
最
大

風
速
ぬ
・

8
m
/
s
、
時
間
最
大
雨

量
目
・

o
m
/
hを
記
録
し
、
降
り

始
め
か
ら
の
雨
量
が
2
0
0
聞
を
超

え
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
床
下
浸
水

が
時
件
、
家
屋
の
一
部
破
損
が
5
件、

倒
木
四
角
土
壁
朋
れ
1
カ
所
、
道

路
冠
水
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
臼
カ

所
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

公
共
施
設
な
ど
に
ロ
人
の
方
が
避
難

し
ま
し
た
。
続
い
て
襲
っ
た
台
風
お

号
で
は
、

4
カ
所
が
通
行
止
め
に
な

る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

交
通
規
制
、
浸
水
地
区
の
排
水
を
行

い
、
台
風
通
過
後
は
道
路
清
掃
、
浸

水
家
屋
な
ど
の
消
毒
、
ご
み
の
処
理

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
災
証
明
書
の
発
行

台
風
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
保
険

会
社
へ
の
請
求
や
確
定
申
告
の
雑
損

控
除
な
ど
に
必
要
な
「り
災
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
害

個
所
が
確
認
で
き
る
写
真
ま
た
は
見

積
書
・
領
収
書
の
い
ず
れ
か

※
申
請
書
に
は
証
明
書
提
出
先
の
記

入
が
必
要
で
す
。

申
請
場
所
・
圃

・
内
線
2
1
7

市
民
活
動
支
援
課

火
は
消
し
た
?

日
月
9
日
か
ら
日
固
ま
で
、
全
国

一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
年
は
特
件
の
火
災
が
発
生

市
内
で
は
、
今
年
、

9
月
末
ま
で

に
必
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
家
庭
で
の
火

の
取
り
扱
い
が
増
え
、
空
気
も
乾
燥

し
て
、
火
災
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り

ま
す
。
火
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
の
出
火
原
因
の
第
1
位
は
放
火

放
火
に
よ
る
火
災
が
5
年
連
続
で

全
国
の
出
火
原
因
の
第
1
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
死
角
と
な
る
場
所
や
深

夜
に
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
の

い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

ま
わ
り
の
燃

え
や
す
い
も

の
は
片
づ
け
、

ご
み
は
指
定

日
時
に
出
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

尊
い
生
命
や
財
産
を
奪
、
っ
悲
惨
な

火
災
を
出
さ
な
い
た
め
、
火
の
用
心

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
火
災
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
初
期
消
火
に
努
め
ま
し
ょ
、
っ
。

住
宅
火
災
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
シ
ト

3
つ
の
習
慣

*
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

*
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

*
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

*
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

火
災
普
報
器
を
設
置
す
る

*
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

*
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

*
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を

守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

圃

消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1

.マ
'
マ
'
nu
っ-

E盟重工し穴-9-.工スカし一少-
1j.4.'設置工事!こご協力を
人にやさしい駅整備を進 r

めている市では、布佐駅南

口の工レぺーターと工ス力

レーターの設置工事を行い

ます。

設置する昇降設備は、車

いす対応型の 11人乗りエレベーター1基と工ス力レーター

2基で、視覚障害を持つ方が安心して駅を利用できるよう、
点字誘導ブロックと音声誘導装置も整備します。

利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお

願いします。

工事期間 11月上旬から平成17年2月を予定
圏実通整備課・内線297

9番の日jです
草から出られないようですJなと傷病者の容態・

性別・年齢、事故の形態かかりつけの病院などで

きるだけ具体的に

④通報蓄の氏名、連絡巴使つ定軍百番号を知らぜる

携帯電話からの11 9番通報

我菰子市内から携帯電話を使って 119番通報する
と、松戸市消防局などで代表受信され、その後我菰

子市に転送されるため、現場の確認に時間がかかる

ことがあります。また電液状態によっては通話が切

れてしまう場合があります。通報が切れた場合は公

衆電話や自宅電話などで通報し直してください。

市では、18年度から代表局を経由せずに直接受

信できるよう、システムの整備を進めています。

圃消防本部通信室07184・0119

11月9日は r1
i119番の日Jは消防へのダイヤル i119Jにち

なんで昭和62年に制定されました。
平成15年度、市内の 119番通報は、救急2860件、

火災49件、問い合わせ980件、その他 1869件で

総通報件数5758件となっています。

1 1 9番の正しいかけ方
早期の通報は、消火や救命の第1歩です。落ち着

いて、正確に通報しましよう。

①火災か教急か撤回かを知らぜる

②場所を知らぜる 「我課子市005丁目ムム番×
×号です。目標物は**付近ですJ
③状況を知らぜる *火災・救助..iOOが蝿えて
います。けが人、逃げ遅れた人はムム人いますJ
*救急救助..i突通事故です。男性力軍に挟まれて、

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。はfあびこ楽校jの事業です。
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さ
あ
、
思
い
切
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
!

市
民
活
動
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

(
市
民
活
動
入
門
講
座
)

退
職
後
、
現
役
時
代
の
豊
富
な
経

参
加
費
無
料

験
を
市
民
活
動
に
生
か
し
、
地
域
で

主
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
か
け
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
会
の
提
供
部

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

。

会

日
時
・
場
所
日
月
幻
日
制
午
後
O

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

時
初
分
か
ら
5
時
、
ア
ピ
ス
タ

圃

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
(
市
民
活

内
容
左
記
参
照

動
支
援
課
内
)
・
内
線
4
8
9

~ -.. ti 怠

館の

ヒス
市 尽図書
障害者サー

図書館利用のお手伝いを

市
民
図
書
館
は
「
市
民
の
誰
も
が

気
軽
に
心
ゆ
く
ま
で
利
用
で
き
る
図

書
館
」
を
目
指
し
て
い
ま
す。

す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い
図
書

館
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
贋
け
る
は
は

図
書
館
の
利
用
券
の
発
行
と、

障

害
者
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
登

録
が
必
要
で
す
。
市
内
の
図
書
館
す

べ
て
(
市
民
図
書
館
〈
ア
ビ
ス
タ
内
)
、

湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
)
で
発
行

と
登
録
が
で
き
ま
す。

来
館
が
困
難

な
方
は、

電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
は、

す
べ
て
無

料
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
の
不
自
由
な
布
、
の
サ
ー
ビ
ス

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

図
書
館
資
料
、

個
人
の
持
参
し
た
資
料
を
朗
読
し
ま

す
。
市
民
図
書
館
(
ア
ビ
ス
タ
内
)
、

布
佐
分
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

録
音
図

書
・
C
D
・
点
字
図
書
な
ど
を
郵
送

制服川ゆフゆフ公園

')，ミリーしクリ工ーショシリーシ

豊かな自然とふれあおう

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
1
ン
は、

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
空
間
で
す
。

主
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
広
場
:
・
野
外
卓
ロ

基
(
う
ち
2
基
は
率
い
す
で
の
利
用

可
)
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
9
基
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
1
サ
ー
ク
ル
、

水
飲
み
、
洗
い
場
が
あ
り
ま
す。

で
届
け
ま
す
。
我
孫
子
市
の
図
書
館

に
な
い
録
音
図
書

・
点
字
図
書
で
も、

全
国
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す。

検
索
の
お
手
伝
い

も
し
ま
す。

百
の
不
自
由
な
方
、
の
ザ
l
ビ
ス

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
資
料
の
リ
ク
エ

ス
ト
、
お
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
番
号
は、

登

録
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す。

来
館
が
困
砲
な
布
、
の
サ
ー
ビ
ス

宅
配
サ
ー
ビ
ス

図
書
館
の
資
料
を

ご
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す。

検
索

の
お
手
伝
い
も
し
ま
す。

間
割
前
乙
設
備
な
と

大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー

(
全
館
)
:・
全

館
合
わ
せ
て
約
2
2
0
0
冊
あ
り
ま

す。C
D
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
コ
ー
ナ
ー

*
避
ひ
の
広
場
:
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
広

場
に
隣
接
し
て
、
木
製
遊
具
と
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
、
ヨ
シ
原
迷
路

が
あ
り
ま
す。

*
水
辺
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
テ
ラ
ス
:
・
ピ

ク
ニ
ッ
ク
や
憩
い
の
場
と
し
て
、
親

水
護
岸
に
連
続
し
た
水
辺
を
望
む
草

地
広
場
で
す
。
野
外
卓
5
基
、
水
飲

み
場
、

ト
イ
レ
2
基
が
あ
り
ま
す。

*
親
水
警
芹
:
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
1
ン
の
河
川
側
に
ワ

ン
ド
形
状
の
護
岸
が
2
カ
所
あ
り
ま

す
。
上
流
側
は
繁
掘
り
の
小
さ
な
親

水
護
岸
で
す
。
下
流
側
は
階
段
護
岸
、

水
上
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す。

※
公
園
の
利
用
に
申
し
込
み
等
は
不

要
で
す
。

た
だ
し、

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

広
場
を
却
人
以
上
で
利
用
す
る
と
き

は
利
用
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
公
園

緑
地
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

公
園
緑
地
課

・
内
線
5
9
4

*
オ
フ
ロ
ー
ド
自
転
車
コ

l
ス:・
練

習
広
場
に
は
1
本
橋
と
デ
コ
ボ
コ
道

(
市
民
図
書
館
〈
ア
ピ
ス
タ
内〉
、
布

佐
分
館
)
:・
録
音
図
書
、
音
楽

・
落

語
な
ど
の
C
D
、
語
学
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
な
ど
、
合
わ
せ
て
約
1
万
4

0
0
0
点
あ
り
ま
す。

点
字
図
書
(
市
民
図
書
館
〈
ア
ピ
ス

タ
内
〉
)
:・「
点
字
毎
日
」「
点
字

ジ
ャ
ー
ナ
ル」

が
あ
り
ま
す。

拡
大
読
書
機

(
市
民
図
書
館
〈
ア
ビ

ス
タ
内
〉
)
:・
資
料
を
拡
大
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す。

鉱
大
鏡
・
老
眼
鏡
:
・
全
館
に
用
意
し

て
い
ま
す。

こ
の
ほ
か
、
市
民
図
書
館
(
ア
ビ

ス
タ
内
)
と
布
佐
分
館
に
は
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
、
障
害
者
用
駐
車
場

・
ト
イ

レ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
点
字
案
内
板

(
ア
ビ
ス
タ
の
み
)
な
ど
を
設
置
し

て
い
ま
す。

圃

一T
2
7
O
I
l
l
4
7
若
松
お

の
4
我
孫
子
市
民
図
書
館
宮
7
1
8

4
・
1
1
1
0

が
、
全
周
4
9
0
m
の
コ
1
ス
に
は

ジ
ャ
ン
プ
台
や
パ
ン
ク
が
あ
り
ま
す。

利
用
時
間

4
月
か
ら
9
月
は
午
前

6
時
か
ら
午
後
6
時
、
日
月
か
ら
3

月
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
4
時

※
必
ず
オ
ブ
ロ
ー
ド
専
用
自
転
車
を

使
用
し、

ヘ
ル
メ
ッ
ト、

防
具
類
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
、
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※
叩
人
以
上
で
の
利
用
は、

利
用
日

の
1
カ
月
前
ま
で
に
体
育
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
春

・
夏

休
み
期
間
中
は、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト、

防
具
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。
現
地
受
付
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

貸
出
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時圃5
 

体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5

※
ゅ
う
ゅ
う
公
園
は
河
川
敷
に
あ
る

た
め
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
増
水
時

と
夜
間
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

@
交
通
手
段

市
民
パ
ス
ま
た
は
つ
つ
じ
荘
パ
ス
:
・

つ
つ
じ
荘
ま
た
は
市
民
体
育
館
下
車

(
市
民
パ
ス
は
月

・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
運
休
。
つ
つ
じ
荘
パ
ス
は

毎
月
最
終
月
曜
日
、年
末
年
始
運
休
)

自
家
用
車
・
・
・
約
1
5
0台
分
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

回
ミ
ωγ

つィ
1
9イ
ふ
土
曜
版

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方
も
ど
う
ぞ

通
常
の
ミ
ッ
フ
ィ

l
タ
イ
ム
は
、

第

2
・
4
木
曜
日
の
午
前
中
に
ア
ピ

ス
タ
で
開
催
し
て
い
ま
す。

土
曜
版
で
は、

親
子
で
の
参
加
は

も
ち
ろ
ん、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
間

か
せ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す。

日
時
・
場
所
日
月
初
日
出
午
前
日

時
か
ら
叩
時
初
分
、
ア
ピ
ス
タ

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

ぴ対
象
・
定
員

2
歳
以
下
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
ま
た
は
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方
、
日

組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
回
数
を

増
や
し
ま
す
)

※
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
託
児
あ

り

(
叩
人
ま
で)。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
日
月
2
日

午
前
9
時
却
分
か
ら
日
月
M
固
ま
で

に
市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1
1

1
0
へ

チャイルドシートを貸し出し使いやすくより親しみゃすく、

絡所に用意)と保護者(運転者)の免許証

のコピーを、利用を希望する月の前月の1

日から 15日(閉庁日の場合は翌平日)ま

でに突通整備患に提出

圏実通整備果・肉親330

V貸出料金

L乗車中の事故から乳幼児を守りましょ寸l

期間 乳児用 幼児用

1カ月 2，100円 2，520円
2カ月 2，310円 2，730円

3カ月 2，520円 2，940円
4カ月 2，730円 3，150円

5カ月 2，940円 3，360円
6カ月 一 3，570円

市では、乳幼児を突通事故から守るため、

チャイルドシートの貧し出しを行っていま

す。タイプは乳児用(新生児から6カ月く

らい)と幼児用 (6力月児から4歳くらい)
の2種類があります。

対象 市内に住所を有する6歳未満の乳幼

児の保護者

貨出期間乳児用…5力月以内、幼児用…

6力月以内

貨出料金古表参照

申し込み必要事項を明記した申請書(突

通整備謀、保健センター、各支所・行政連

市民図書館副問者懇談会

日時 11月27日出午前9時30分

から 11時30分

場所アビスタ

内容講演「生涯学習と図書館J(渥

美省一生涯学習センター長)、利用

者懇談会

定員先着70人

申し込み不要(直接会場ヘ)

圃市民図書館D7184・1110

皆さんの声をお聞かせください

生涯学習センターアビスタがオー

プンして3年余り。この間市民図書

館は、市民の皆さんへのサービスの

充実に努めてきました。

今後も皆さんにとって親しみやす

く、利用しやすい図書館を目指すた

めに、利用者の皆さんの声をお聞か

せいただく場として懇談会を開催し

ます。

ζ剃簡(f;eぃ

*セミナー (午後1関30分から4時)

I定年族男性の生きがい&仲間づくりj

講師…日比野晃三さん(男の井戸端サ

ロン主宰) 多くの仲間と出会い、次

のステップヘ送り出しています。

I総デビューのすすめj講師徳丸

壮也さん信真)

中高年以降を |業空J
と定義。市民情報新

J聞の発行など仲間づ

くりの大達人。貴重

な現場からの意見は聞き逃せません。

*仲間づく り相畿会(0時30分から5時)

仲間を募集している団体力喧接相談

に応じます。 自分の適正に合うか感触

を確かめてみませんか。

防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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てをめざし沼の自然固事

湧
水
、

淘
川
水
質
・
水
生
生
物
を
調
査

手
賀
沼
の
自
然
回
復
を
め
ざ
し
て
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
行
っ
た
手

賀
沼
流
域
の

「索

、

河

川
水
質
・
室

生

物
調
査」

の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ト手
賀
沼
流
域
で

一
斉
巴
調
査

今
年
3
月
と
6
月
に
、
我
孫
子
市

.
柏
市
・
沼
南
町
・
鎌
ケ
谷
市
・
白

井
市
・
印
西
市
の
手
賀
沼
流
域
で
一

斉
に
、

「
湧
水
、
河
川
水
質
・
水
生

生
物
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
千
葉
県
の

「手
賀

葉
循
環
回
窪
行
動
計
画
」
の
事
業

の
一
つ
で
、
手
資
沼
流
域
各
地
の
湧

題茸1iJまf笹亀之'2>'パケヲ・ ピ三曲J¥.-.量・

;22i議;じ::zi事町長三 V l I.t. 
3a喝器、ν品 川 ・ N!(i.刊 し棺 |

-晶弘司自争3 μ 叫 轟樋 明 、'"' I 也主
刷局¥ul

~毛 空 スケッ予寄 (31闘技甥;怠どを~77.'"て〈どさい
"".，"r‘ 匂弘司I>Jlq内・2

r 一一一一 物 F ・刷量

』量出量

水
の
水
質
の
調
査
や
、
手
賀
沼
に
流

れ
込
む
中
小
河
川
・
排
水
路
の
水
質

と
そ
こ
に
生
息
す
る
水
生
生
物
を
調

べ
る
も
の
で
す
。

湧
水
調
査
は
加
地
点
、
河
川
水
質

・
水
生
生
物
調
査
は
却
地
点
で
、

4

回
実
施
。
調
査
に
は
、
手
賀
沼
の
水

質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団

体
や
地
元
事
業
者
、
公
募
の
市
民
や

手
賀
沼
周
辺
自
治
体
な
ど
延
べ

1
8

4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

~ 

@・Cj .~・z 噌:Aゆ‘~

@喧γ叫 M ・

“‘』国

h
F
調
査
結
果
は
記
録
し
て

(滝
不
動
尊
の
湧
水
の
記
録
と
湧
水
周
辺
の

ス
ケ
ッ
チ
)

我
孫
子
市
内
で
は
、
湧
水
調
査
は

開
発
戸
・都
部
の
谷
津
の
湧
水
、
滝

不
動
等
(
開
発
戸
)
の
湧
水
の
2
カ

所
、
河
川
・
水
生
生
物
調
査
は
開
発

戸
・都
部
の
谷
津
と
上
沼
田
地
先
の

2
カ
所
で
行
い
ま
し
た
。

調
査
内
容

*
調
査
地
点
周
辺
の
地
形
と
土
地
利

用
状
況

*
湧
水
量

*
植
生
と
護
岸
の
状
況
、
水
の
様
子

の
観
察
と
ス
ケ
ッ
チ

*
水
を
採
取
し
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
(
試

薬
に
水
を
反
応
さ
せ
濃
度
を
測
る
)

や
透
視
度
計
な
ど
を
用
い
た
C
O
D

や
硝
酸
性
窒
素
な
ど
の
水
質
測
定

*
貝
や
微
小
な
見
虫
な
ど
、
河
川
に

生
息
す
る
水
生
生
物
調
査

調
査
結
果
と

舎
後
の
取
り
組
『AW

こ
れ
ま
で
に
開
発
戸
・都
部
の
谷

津
内
の
水
路
で
は
、
タ
ニ
シ
な
ど
の

小
型
の
巻
貝
や
ユ
ス
リ
カ
の
幼
虫
の

ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
観
察

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
上
沼
田
の
水

路
で
は
ヤ
ゴ
、
イ
ト
ト
ン
ボ
、
タ
ニ

シ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
が
観
察

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

4
段
階
の
水
質
指
標

?
2
2
2番
目
に
き
れ
い
な
水
質
」

に
生
息
す
る
生
物
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
ロ
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。
調
査
は
今
後
も
継
続
的
に
行

い
、
湧
水
や
河
川
の
水
質
、
生
物
の

生
息
状
況
な
ど
を
観
察
し
、
手
賀
沼

と
そ
の
流
域
の
水
環
境
や
生
態
系
の

保
全
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

事
賀
沼
を
取
り
巻
く

自
然
全
体
の
保
全
を

か
つ
て
手
賀
泊
周
辺
に
は
、
谷
津

田
や
手
賀
沼
沿
い
の
斜
面
林
の
ふ
も

と
な
ど
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
無
数
の

湧
き
水
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
斜
面
林
や
森
が
あ
り
、

降
り
注
い
だ
雨
は
替
え
ら
れ
、
湧
き

水
と
な
っ
て
き
れ
い
な
手
賀
沼
を
つ

く
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

手
賀
沼
隈

・
内
線
4
6
7

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
の
中
で

手
賀
沼
を
囲
む
自
然
環
境
は
大
き
く

裁
や
、
霊
前
に
比
べ
る
と
湧
き

水
の
量
も
約
半
分
に
滅
り
、
手
賀
沼

の
水
質
や
生
物
に
も
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
手
賀
酒
沿
い

斜
面
林
や
開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の

保
全
、
水
生
植
物
を
利
用
し
水
を
静

化
す
る
手
賀
沼
ピ
オ
ト
l
プ
の
整
備

を
行
う
な
ど
、
手
賀
、
担
乞
め
ぐ
る
自

然
全
体
の
再
生
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

斜
面
林
は
、

「手
賀
沼
沿
い
斜
面

林
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、

4
万
部

ぱ
の
緑
地
を
保
全
樹
林
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
開
発
な
ど
に
よ
っ
て

失
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
船
戸
2
丁

目
や
寿
2
丁
目
、
開
発
戸
な
ど
の
斜

面
林
1
万
6
8
1
ぱ
を
市
が
買
い
取

っ
て
保
全
し
て
い
ま
す
。

軍
一J

賀
沼
の
自
然
を
体
験

市
で
は
、
手
賀
沼
を
知
り
、
手
賀

沼
の
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
水
望
調
査
と
こ
れ
ら
の
学
習

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
(次
ぺ
l
ジ
に
掲
載
) ..滝不動尊の湧水 (岡発戸)

目立総合経営刷e所ング教室
進めよう !花と緑あふれるまちづくり

臼冬の ガーデ -・圃
・・圃・

主催我孫子の景観を育てる会

固 吉津O?184・2856(午前10時から午後

6時)

※駐車場はありませんので、パス ・電車等で

お越しください。

※ペッ ト、飲食物の持ち込みはできません。

目立総合経営研修所のご好意で、同研修所

の庭園を公開します。準備・ 運営は市民が協

力し、 「企業・個人力可維持する建物、庭、 緑地

を地域の資源として周辺のみなさんと一緒に

理解し支えていこうJという趣旨で行います。

今回は、フルートとコ力リナ (木製のオカ

リナ)の演奏カ嘆しめます。

日時・蝿所 11月21日旧)午前10聞から午

後4閏(入国は午後3暗まで。小雨実施)、目

立総合経営研修;pJT(高野山、我孫子中学校前)

参加費 100円(庭園公開事業協力費)

※小学制下l撫料。

d

司
作
品
の
イ
メ
ー
ジ

申し込み・固 往復ハガキ(1人1枚)
にガーデニング教室~<D.、たは②(第 2
希望まで)、住所、1t~，年齢、 電話
番号、返信あて先(氏名には「様Jと

記入してください)を明記し、 11月

8日必着で〒270・1192市役所公園
緑地課(位月省略司)内線544ヘ

今回のガーデニング教室は、ミニシ

クラメンとシュガーパイン、シルバー

レースなどを寄せ植えします。

日時・蝿所 11月30日開①午前9
時30分から11時、アビスタ①午後

1時30分から3問、湖jt地区公民館

講師 フラワーコーディネーター

定員 各回20人(応募者多数の場合

は、これまで受講されていない方を優

先に抽選)

参加費 2000円(材料代なとを含む)

主催 我孫子市

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あびこ楽校jの事業です。
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大きな森が必要

湧き水には

田村和平さん
ゅう可札、

(湧水調査参加者 ・湖北台在住)

県
外
に
住
ん
で
い
た
私
が
手
賀

沼
を
知
っ
た
の
は
お
年
も
前
の
こ

と
で
す
。
野
鳥
の
多
さ
、
景
観
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
我
孫
子
を

第
二
の
故
郷
に
、
と
決
め
ま
し
た
。

今
回
、
開
発
戸
・
都
部
の
谷
津

の
斜
面
林
下
の
湧
水
調
査
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
湧
き
水
も
最
後

に
は
手
賀
沼
に
流
れ
込
み
ま
す
。

湧
き
水
は
平
均
日
量
1
・
5
t

程
度
で
、
水
質
も
安
定
し
て
お
り
、

こ
の
夏
の
日
照
り
に
も
枯
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
C

できる揚

手賀沼学会が
ワ月に発足

水
に
は
パ
ッ
ク
に
大
き
な
森
が
必

要
で
、
森
の
保
水
力
が
こ
の
夏
の

よ
う
な
日
照
り
続
き
に
も
常
に
安

定
し
た
水
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
谷
津
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん

の
湧
水
場
所
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
有
効
に
活
用
し
て
手
賀
沼

に
流
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
現
在
市
の
環
境
レ
ン
ジ

ャ
ー
と
し
て
手
資
沼
周
辺
の
森
で

自
然
観
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て

も
、
多
く
の
人
が
集
ま
れ
ば
大
き

な
力
と
な
り
、
我
孫
子
の
自
然
を

こ
れ
か
ら
も
永
く
大
き
く
守
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
、
美
し
い
手

賀
沼
の
再
生
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
学
会
の
設
立
総
会
が
、

7

月
刊
日
中
央
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

手
賀
沼
学
会
で
は
、
文
学
、
環
境

学
、
歴
史
学
、
気
象
学
、
生
物
学
、

考
古
学
、
民
俗
学
、
郷
土
芸
能
な
ど
、

手
賀
沼
流
域
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化

の
総
体
を
「
手
賀
沼
学
」
と
位
置
づ

け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
自
由

に
学
ぴ
、
究
流
し
ま
す
。

当
日
会
場
に
は
、
約
2
5
0
人
が

参
加
。
会
長
に
選
ば
れ
た
大
久
保

て
る
お

暗
生
さ
ん
(
中
央
学
院
大
学
学
長
)

は
、
「
人
は
水
辺
に
限
り
な
い
愛
着

を
持
ち
ま
す
。
手
賀
沼
が
周
辺
住
民

自然との一体感を

肌で感じています
飯島博人さん

(手賀沼ピオトープ体験水田参加者 ・湖北台在住)

田
園
風
景
が
広
が
る
長
野
県
の

田
舎
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

中
学
生
の
時
に
い
な
ご
取
り
を
す

る
の
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
ぐ
ら
い

で
、
農
業
経
験
は
い
っ
さ
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
が
手
賀
渇
ヒ

オ
ト
1
プ
体
験
水
田
に
参
加
し
た

の
は
、
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ
へ
の

郷
愁
に
か
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

体
験
水
田
で
は
、
田
起
こ
し
か

ら
稲
刈
り
ま
で
す
べ
て
手
作
業
で

す
。
作
業
の
合
問
、
子
ど
も
た
ち

は
カ
エ
ル
を
追
い
か
け
た
り
ザ
リ

に
愛
さ
れ
、
誇
り
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。
副
会
長
に
は
、

中
学
生
と
高
校
生
を
含
む
3
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
終
了
後
に
は
、
記
念
講

演
と
4
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
(
下
欄
参
照
)
。

な
お
、
「
手
賀
沼
学
会
」
の
会
員

数
は
、
日
月
末
で
個
人
が
2
4
8
人、

団
体
は
我
孫
子
市
を
含
め
日
団
体
で

す。
学
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を

発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
学
習

会
な
ど
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ガ
ニ
を
捕
ま
え
た
り
し
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
水
田
を
通
じ
、
人

間
の
力
だ
け
で
は
到
底
米
づ
く
り

は
で
き
な
い
こ
と
、
自
然
の
偉
大

き
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手

賀
、
担
乞
は
じ
め
自
然
と
の

一
体
感

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
す

ご
く
穏
や
か
で
優
し
い
気
持
ち
に

な
れ
ま
し
た
。

私
は
明
る
い
社
会
づ
く
り
協
議

会
に
所
属
し
社
会
福
祉
、
家
庭
教

育、

背
少
年
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
自
然
は
人
聞
の
感
性
を

磨
い
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

体
験
を
生
か
し
、
や
さ
し
い
人
間

づ
く
り
の
育
成
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。.A力マを使って稲刈りを体験

高校生になっても

手賀沼探検隊に3・

野田麻由佳さん(左)と山崎官委さん(中学3年生)

(我孫子リーダースクラブ員として手賀沼探検隊巴参加・天王台在住)

と
教
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
印
象
が

と
て
も
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
手

賀
沼
探
検
隊
に
参
加
し
て
、
意
外

と
き
れ
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
見
て
み
な
い
と
本
当
の
こ

と
は
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

探
検
隊
に
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
以
前
は
「
沼
に
帽
子

を
絶
対
に
落
と
し
た
く
な
い
!
」

と
言
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
年

は
「
帽
子
を
落
と
し
た
ら
、
泳
い

で
取
り
に
い
く
か
ら
い
い
」
と
反

応
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
手

賀
沼
も
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

自

分
た
ち
も
成
長
し
て
見
方
も
変
わ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
に
な

っ
て
も
我
孫
子
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
の

一
員
と
し
て
、
手
賀
沼
探
検

隊
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

記念講演 I手賀沼との共生はj講師・星野七郎さん(元手賀

沼土地改良区理事長)

自然l議長れながら、自然を克服しようとする農民の姿

と沼の歴史を、自らの体験を斐えて語りました。

研究報告① I我孫子市岡発戸の谷津巴生息する昆虫類j…中

央学院高等学校生物部

9力月に渡る調査の結果、新たに492種の毘虫類を確認

し、谷津に多様な生物がいることを報告しました。

研究報告② I手賀沼研究巴ついての“私の視点"....，世界巴つ

怠げる手賀沼研究を目指してj…佐藤寛さん(中央学院大学

助教授)

日本は肉・穀物などの飼育・栽培に使われる水(仮想水)

の輸入大国でもあることを、手賀沼の水と絡めて語りました。

研究報告③ I私を魅きつける手賀沼周辺の人々 から学んでい

ることj…大竹佐知子さん

我孫子駅開設に尽力した飯泉喜雄元町長と、鉄道開通によ

る手賀沼周辺の人々 の生活の変化について語りました。

研究報告④ I布佐の郷巴息づく古典芸能j…布佐中学校郷土

芸能講座

私
た
ち
は
、
手
賀
沼
の
船
上
学

習
や
透
視
度
実
験
な
ど
を
す
る

「
手
賀
沼
探
検
隊
」
に
小
学
校
4

年
生
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
1
年
生
か
ら
は
、
我
孫
子
リ

ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
指
導

す
る
側
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
は
、
学
校
の
授
業
で
水

質
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
(当
時
)

手賀沼ヨ械に暮ら

した人々 が伝承して

きた郷土芸能を、未

来を担う中学生カ噴

じ、披露しました。 企透明度調査をする手嵐官探勝

お野菜ラリーで直売所めぐり
きる方(小学校4年生以下は保護者

同伴)

参加費 1人100円(保険料等)

申し込み往復ハガキまたはEメー
ルで参加者全員の住所、氏名、年齢、

電話番号、スター卜希望場所を明記

し、 11月10日必着で〒270・1192
市御月農政謀(住持省略可)Eメー
jレnousei@citY.abiko.chiba.jpヘ
主催我孫子市農業青壮年会議、あ

ぴこ子どもネットワーク

固農政謀・内線512(当日は8

090・8742-0822)

地元野菜の直売所をスタンプラ

リーで巡る「お野菜ラリー」を行い

ます。

ラリーでは、我孫子市農業青壮年

会議(市内農業者で組織)が作成し

た「直売所マップJを利用します。

費品もたくさん用意しています。

日時・集合場所 11月21日(日)、

湖北駅北口または新木駅南口、いず

れも午前9時30分集合、 10閏ス

ター卜、湖北台中央公園に午後1閏

までにゴール(小雨実施)

対象 3人以上のグループで参加で

食と震
未来への提言
農産物などの冷凍保存の新

技術を開発した我課子市在住

で、側アピ一代表取締役の大

和田哲男さんの講演と受流会

を行います。

日l時・蝿所 11月13日出午

後1蹴ち5時3)分、アビスタ

参加費無料(斐流会参加者

は300円)
対象先着100.人
主催食農繰品

申し~み・固電話かファク
スで友利2剛7187・1793

野鳴き I~
野焼き(農林漁業に必要な焼却、宗教・慣習による焼却な

どは除く)は、不完全燃焼による一酸化炭素やダイオキシン

などの有害物質の発生や、煙による人や樹木などへの被害、

火災の危険があり、廃棄物処理法で禁止されています。

また、廃棄物処理法で定める構造基準を満たしていない「家

庭用焼却炉J、「事業所用小型焼却炉Jは使用できませんので

ご注意ください。不要となった「家庭用焼却炉Jは無料で回

収しますので、クリーンセンターへ連絡してください。

家庭ごみは、分別して収集日にごみ集積所ヘ出してくださ

い。事業所から出たごみは、クリーンセンターに直接搬入す

るか、許可業者に依頼し適正に処理するようお願いします。

固クリーンセンターO7187・0015

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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公
民
館
へ
お
い
で
止

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
も
う

|

客
員
日
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

参
加
費

5
0
0
円

持
参
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ

ン
な
ど
、
木
工
用
ポ
ン
ド
、
は
さ
み
、

カ
ッ
タ
ー
、
持
ち
帰
り
用
袋
、
図
案
、

新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん
、
飾
り
用
の
毛

糸
・
貝
・
ピ

1
ズ
な
ど

O
楽
し
く
貝
ア
l
卜

ハ
マ
グ
リ
の

貝
殻
に
絵
を
描

き
、
員
合
わ
せ

で
遊
ぽ
う
!

日
時
ロ
月
4

日
出
午
前
9
時

却
分
か
ら
午
後

O
時
加
分

場
所
我
孫
子

う I <Q)
l 自トう
分き
だう
けき
の・
時わ
言十 く
をわ
イ乍 く
・つ ・
て 時
飾計
ろア

日
月
幻
自
国
午
前
日
時
か
ら

-ー-
日
時

正
午

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

対
象
中
学
生
以
下
の
方
(
小
学
校

3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

t1 怠第 1128号

E 
地
区
公
民
館
(
ア
ピ
ス
タ
)

対
象
・
{E

貰
小
・
中
学
生
、
白
人

(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

3
0
0
円

持
参
鉛
筆
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
、

油
性
マ
ジ
ッ
ク
、
牛
乳
パ
ッ
ク
(
高

さ
叩
叩
く
ら
い
)
、
図
案
、
使
い
古

し
の
タ
オ
ル

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
住
所
、
民
旬
、
電
話
番
号
、

学
年
を
明
記
し
、
日
月
ロ
日
必
着
で

〒
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松
お
の
4

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
2
・

0
5
1
1
へ
(
ど
ち
ら
の
講
座
も
1

人
1
枚
に
限
る
。
家
族
の
連
名
は
可
)

日
時
毎
月
第
2
土
曜
日
午
前
9
時

加
分
か
ら
日
時
加
分

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内
容

①
楽
し
く
遊
ぽ
う
(
工
芸
工

作
室
)
:
・
将
棋
、
囲
碁
、
オ
セ
ロ
、

折
り
紙
、
こ
ま
な
ど
②
元
気
に
か

ら
だ
を
動
か
そ
う
(
ホ
l
ル
)
:
・ス

ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
用
具
を

使
っ
た
軽
運
動

対
象

ど
な
た
で
も

持
参
②
の
参
加
者
は
上
履
き
、
タ

オ
ル

申
し
込
み

不
要
(
当
日
都
合
の
良

い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
)

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

部門 行事名 期間 時間 会場

北部地域文化祭 11月21日(日) 12:30'" 17:∞ つくし野コミュニティホール
民謡 ・舞踊発表会 11月3日鯛 10:30"'17:∞ 市民会館

せ士 アルゼンチンタンゴ 11月6日出 13:00"'15:30 湖北地区公民館
;Z:I< 

能 軽音楽演奏会 11月7日(日) 13:00"'16:20 市民会館
鍵フRま =曲演奏会 11月7日(日) 13:00"'17:∞ 湖北地区公民館

日本舞踊発表会 11月14日(日) 12:00"'17:∞ 市民会館
我孫子市合唱祭※1 11月23日脚 13:00"'17:∞ 市民会館

北部地域文化祭
11月1日(月)・2日例 10:00"'17:∞ つくし野コミュニティ

11月3日嗣 10:00"'16:∞ ホールほか
展 書道展・書道講座生展 11月1日(月)"'3日嗣 10:00"'16:∞ 市民プラザ
刀言 写真展 11月1日(月)"'3日鯛 10:00"'16:∞ アビスタ
部

華道展・華道講座生展 11月2日(*).3日嗣 10:00"'16:∞ アビスタ門
ハートいけばな展 11月2日(*).3日鯛 10:00"'16:∞ アビスタ

総 湖北菊花展 ※2 11 月 2日~5日幽 10:00"'16:∞ 湖北地区公民館
.6. 

我孫子菊花展 ※3 11 月 2日~5日幽 10:00"'16:∞ 手賀沼公園(信人を跡ゾーン)Eヨ

展
洋ラン展 ※4 11月3日嗣 10:00"'16:∞ 市民プラザ

覧
.6.. 盆栽 ・山野草展 11月13日出・14日(日)10:00"'16:∞ 市民会館
::z4 

東洋蘭秋季展 11月13日出・14日(日)9:∞"'17:00 市民会館

絵画展 11月初日砂 24日嗣10:00"'18:∞ 市民プラザ
24日 t~15:却まで

茶会 ※5 11月3日鯛 10:00"'15:∞ アビスタ
謡曲大会 11月3日鯛 10:00"'16:30 湖北地区公民館
俳句大会 11月6日出 11 :00"'16:∞ 市民会館
吟詠剣詩舞大会 11月20日(日) 9:30"'16:30 市民会館

回数育委員会文化謀ft7185・1601

臼地域福祉ゼミナール公開シンポジウム

地域で活かそうシニアパト
まちづくり・・・-・・自分づくり、仲間づくり、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
方
々
を
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

日
月
刊
日
制
午
前
9
時
初
分

か
ら
正
午

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

容

*
基
調
講
演

「生
涯
学
習
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
講
師
:
・混
美

省
一
(
我
孫
子
市
生
渥
学
習
セ
ン

タ
ー
長
)

*
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ

リ
ス
ト
:
・各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
の
代
表
(
生
活
支
援
の
会
さ
ん

き
ゅ
之
官
、
食
農
骨
密
柳
、
ふ
れ
あ

い
塾
あ
ぴ
こ
)
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
1
:
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

定
員
当
日
先
着
1
0
0
人

主
催
公
民
館
・
地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ

1
レ

※
手
話
通
訳
、
託
児

(
2
歳
以
上
就

学
前
)
あ
り
。

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

固木村ft7185-1699 t
児販で日ツがスJ沿

0
6
8

岬
け
巴

n
H
u
n
H
U
門

r'

鹿
ωmω
判

前
門

'rι
ユ』

耐殴
n
H
u
n
H
u
n
H
U

会

n
n
n

環
3
5
3

間
山
賀
野

比
森
志
中

刷
物
園
固
固

入

。

。

。

。
可
可
可
。

円
も
も
も
円

町
ロ
∞
ロ
∞
品
目

3
出
血
出
6

割
判

m
w
爪

w
m
w育
、

場
日
日
日
席

、
人
以
コ
以
コ
以

3
2

4l
nノ』

q
u
n斗
「
。

※
※
※
※
※
 

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
は
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

江
藤
勇
様
、
西
村
雅
号
様
、
ピ
ュ

l

テ
ィ
1
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ
棟
、
文
化

宅
急
便
代
表
内
山
み
?
え
様
、
我
孫

子
市
商
工
会
女
性
部
様
、
小
野
友
之

助
様
、
雨
宮
倶
生
様
・
千
代
子
様
、

我
孫
子
市
新
潟
県
人
会
様
、
佐
藤
克

彦
様
、
結
城
玲
子
様
、
原
静
子
様
、

目
立
精
機
労
働
組
合
様
、
中
央
学
院

高
校
生
徒
会
様
、
糸
絵
の
会
様
、
読

売
新
聞
我
孫
子
支
部
様
、
東
我
孫
子

庭
先
ガ
レ
ー
ジ
セ
l
ル
・
宮
本
様
、

今
村
賢
之
助
様
、
社
団
法
人
倫
理
研

究
所
東
葛
支
所
様
、
我
孫
子
市
緑
化

推
進
協
力
会
様
、

D
I
N
I
G
・
B

A
R樹
第
4
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加

者
一
同
様
、
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
真
倫
様
、

我
孫
子
市
太
子
会
我
孫
子
支
部
様
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
エ
ス
プ
リ
北
口
庖
、

井
上
健
吉
様
、
聖
徳
大
学
様
、
企
画

集
固
ま
な
ぴ
い
あ
ぴ
こ
様
、
和
太
鼓

龍
朔
様
、
み
ち
七
宝
サ
ー
ク
ル
棟
、

我
孫
子
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
様
、
我
孫

子
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
様
、
つ
く
し

野
み
ず
き
会
様
、
あ
ら
き
野
寿
々
芽

会
様

寺
嶋
正
男
棟
、
千
葉
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
様
、
日
本
の
心

を
歌
、
つ
会
様
、
株
式
会
社
大
山
清
遊

様
、
有
限
会
社
高
城
総
合
企
画
・
高

城
靖
雄
様

(
受
け
付
け
順
。
叩
月
日
日
受
け
付

け
分
ま
で
)

※
こ
の
ほ
か
に
7
件
、
匿
名
で
の
温

か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白 鳥学講座

托卵する鳥とされる鳥の
攻防戦と進化
巣をつく

らない鳥

(力ッコー)

の繁殖戦略

について、

第一線で活 M泊ヲキIJt育てられる力灯つのO~

躍する鳥類研究者のお話をうかがいます。

日時 11月6日出午後1聞から3時

場所アビスタ(参加無料)

講師中村浩志さん(信州大学教授)

定員当日先着150人

固鳥の博物館ft7185・2212

。 家庭教育学級公開講演会

ザILの子育て!こ学説
寺井前子ヨンサート(-10r月9日開催)の
場̂努の齢、罵じは11月30固まで

日時 11月16日閃午前 10時から 11時45分

場所アビスタ

講師川口幸男さん(東京都思賜上野動物園飼

育課)

定員先着 100人

参加費無料

申し込み不要

※手話通訳があります。

※託児 (2歳以上で先着 15人、無料)を希望

する方のみ事前に電話で申し込んでください。

主催我孫子市教育委員会

固我頚子地区公民館ft7182-0511 

から午後5時までに持参してく

ださい。その場で返金します

郵送の場合入場券の裏面に住

所、氏名、電話番号、振込口座(銀

行名・支庖名・預金種別・口座

番号・口座名義)を明記し

〒270・1166我課子 1684教育

委員会文化課ヘ郵送。後目、代

金を指定の口座に振り込みます

(郵便局は指定できません)

園教育委員会文化課ft7185・

1601 

10月9日に開催した寺井尚子
コンサー卜に台風のため来場で

きなかった方を対象に、入場券

の払い戻しを11月30日まで行っ

ています。

入場券を教育委員会文化諜ヘ

直接持参するか、郵送してくだ

さい。入場券の販売庖では払い

戻しはできません。

直接措参する蝿含教育委員会

文化課(天王台駅北口下車徒歩

15分)ヘ平日の午前8時30分

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。はfあびこ楽校jの事業です。
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dコ

の
伝
続

ρ J> 目、~ hj すI~&"'L'結果が
級しり熱 等の l習 と い ク dノ; 夏休みから行われている各大会や、秋の新人:
ずんのがコに練卜がに九合 l毎
つで会入ン移習リ始自月うル年 :戦では、どの部も日頃の練習の成果を発揮でき;

選練のりクりを lま由のーは自 A ・たようです。その中でも、優秀な成績を残した:

fT首ZLE??2勢喜?4出品j部を紹介します。
至まな。も。重をす選祭べ学に コ :交葛南新人戦
霊すど朝間 ね中。定がノ年てン : 野球部 2位/陸上部総合2位
優。、の近 、 心 ま が 終 ト ご 開 v . . 
秀各わ練に 全とず行わでと催ク ;交音楽コンクール : 
賞学ず習な 体し、わるてにさ I : 吹奏楽部県A部門銀賞

ET22 3 Zた型芸主 義2Jレ ; 合唱部 関東大会金賞
有と時ち練 合 l ケ格ク 対合 : (1 0月31日全国大会出場)

主に間ろ習 唱卜月的ラ 抗唱 ;交市内大会 両同 旨 司 同E圃圃圃
孟ーをんに練ご聞なスでコ 巨 時曙 寓哩胴
級 学 惜 帰 も 習とパ練ご 競ン ; 女子パレ一部 1 位 属議問~X~

男子パレ一部 2位 恒冒浦和暗記l

足 合り とする れ は だ生かのでの場 全 : ソフトテニス部 3位 置1IIi~.も.t!ii:J
を今唱遂まん。生すま、自き方せ成は練ヘ昨体 ;交葛南ロードレース 画面ヨIU・E盟
運年コげたど賞徒べし迫分まをま果そ習向年で ・
ん のンた、はに達てた力たす招すをれをかの団 : 女子 1位 (2年)粛藤愛弓さん
で コク達た嬉選にの。のち。き。見ぞすいコ結 :交葛南駅伝県大会出場 : 
くン l成くしぱそ演 あ の 、ませれる、ンし .
だ ク ル 感さされれ奏 る 演 そたるの学公クて : 女子 1位 43分30秒
さ lとをんに、ぞが 三奏 の、べ学級園 lぃ:(3年)生源寺愛美さん石垣友里恵さん

し;23t2T言及緊 Z義 喜芸品察22告ゐ:(2年)鈴木さゆりさん藤村早紀さん

、まい徒てさ賞る の え を員一こりを日で : (1年)酒井舞さん : 
皆 し 、がいれがと 合た 評に杯れま型はて : 男子 Aチーム 2位 59分 14秒 ; 
さた感こまた発、 唱一 価はのまし周早
ん 。 動こし生表結 に、 し尊歌でた℃朝 : (3年)米田健太さん 小川裕大さん

も 溢ま t~ 徒さ果 圧ニ て門声の。てか ・ 中川元さん飯泉佳太さん井上慎也さん:
是 れで ν のれを 倒年 いのを練本最ら
非 るや ほま祈 さ 生 た先響習番後会 :.1Z汗)1liiJろ津持介秀作.…・・…………--j

葉
駄

一一言上
の井

、長
i

-

o
n

白
山
中
学
校
の
良
い
と
こ

徒

ろ

は
二
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と

生

っ
目
は
、
先
日
行
わ
れ
た
体

育
祭
や
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
で
仲
間
や
学

年
、
学
校
全
体
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
活
動
が
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
三
つ
の

伝
統
「
明
る
く
元
気
な
あ
い

さ
つ
」
「
心
を
み
が
く
清
掃
」

「
美
し
く
響
く
歌
声
」
を
し
っ

か
り
守
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
で
も
、
「
明
る
く
元
気
な

あ
い
さ
つ
」
は
、
白
山
中
で

と
て
も
自
信
を
持
っ
て
誇
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

長
J

雪
き
「流せ

1
輝
け
1
感

動

の

涙

g
一
ん
は
「
大
き
な
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

…

否
問

当

聖

日

俊

寛

一

団

結

は

勝

利

へ

の

序

章

(

プ

日

l
グ
)
」

一
体
育
祭
で
は
、
一
人
一
人
の
一
生
懸
命
な
姿

一

・
・
・
・
同
州
国
圃

一

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
成
功
で
終
え
た
今

一
な
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し

・

圃
・
・
・
同
晶
・
固
置
邑

一

年
は
、
競
技
優
勝
・
白
組
、
応
援
賞
・
青
組

一
ま
し
た
。
白
山
中
の
伝
統
あ
る
体
育
祭
に
携

・

1
岨

a・
聞
叫
圃
司
唱

a
一

と
い
う
結
果
で
し
た
。

一
わ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
う
れ
し
い
と
思

一

一上
帆
幽
・
闘
幽
圃
・
・
T
一
一

各
団
長
に
感
想
を
聞
く
と
、
自
組
の
字
留

一
い
ま
す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

圃

-
圃
園
内
岬

E
E
--r
一

野
さ
ん
は
「
団
長
と
し
て
、
そ
し
て
中
学
校

一
実
行
委
員
長
の
小
川
さ
ん
は
「
本
当
に
最
高

一

圏

E-
a一

一

最
後
の
体
育
祭
。
大
き
な
感
動
と
、
た
く
さ

一
の
体
育
祭
が
で
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
い
っ

一

圃

画

壇

科
歯

-
一

ん
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
終
わ
り
ま
し
た
。

一
も
助
け
て
く
れ
た
先
生
方
、
各
色
の
団
長
、

圃
-
圃
園
間
蜘
動
量

'

一
一

自
分
が
辛
い
と
き
も
、
涙
し
た
と
き
も
必
ず

一
そ
し
て
全
校
生
徒
の
み
ん
な
、
本
当
に
感
謝

・

圃
園
田
国
圃
副
嗣
掴
市
ト

L

仲
間
が
い
て
、
そ
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

一
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
創
り
上

一

1
・
国
E
E
E
--

最
後
ま
で
走
れ
ま
し
た
。
最
高
の
重
で
し
た
」

一
げ
た
感
動
は
、
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に

一

員

・
圃
園
田
町

彊

と
、
青
組
の
鈴
木
さ
ん
は
「
白
山
中
の
誇
ら

一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い

一

aE
-開
明
J

一

し
き
伝
統
の
一
つ
で
あ
る
体
育
祭
の
、
団
長

一
ま
し
た
。

1
4副
・

開

‘
，
世
一

を
務
め
た
こ
と
で
、
僕
は
あ
ら
ゆ
る
人
へ
の

一

今
年
の
体
育
祭
は
、
全
校
生
徒
は
も
ち
ろ

一

f
L函
聞

E
E一

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

一
ん
、
先
生
が
た
も
燃
え
て
い
て
、
最
高
な
も

一

-
J
司
咽

虚
圃

幽
一

し
た
。
人
生
の
中
で
も
一
番
と
い
う
ほ
ど
の

一
の
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
今
年
よ
り
も

・

品

圃

匝

園
田

感
動
を
、
た
く
さ
ん
の
人
と
分
か
ち
合
え
て

一
よ
い
体
育
祭
が
で
き
る
よ
う
に
一
、
二
年
生

一

一
-
司
副
圃
・
・

幸
せ
で
す
。
」
最
後
に
、
赤
組
の
佐
々
木
さ

一
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

- 圃P

-ーー‘
喧官層圃圃・ー

私
た
ち
の
学
校
に
は
“
=
一
つ
の
伝
統
"
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
明
る
く

元
気
な
挨
拶
」
「
心
を
み
が
く
清
掃
」
「
美

し
く
響
く
歌
声
」
で
す
。
こ
の
“
三
つ
の
伝

統
"
に
つ
い
て
校
長
先
生
に
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、

開
校
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

放
課
後
の
掃
除
は
、
今
で
も
各
部
活
が
交
代

で
や
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

で
す
ね
。

ー
美
し
く
響
く
歌
声
1

「
当
時
は
、
第
四
小
学
校
の
体
育
館
を
借
り

て
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
腕
立
て
伏
せ
や
発
声
練
習
も
や
っ

て
い
て
、
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ
て
い
っ
た
」

こ
の
伝
統
は
今
で
も
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
記
事
を
お
読

み
下
さ
い
。

二
三
つ
の
伝
統
"
は
開
校
し
た
と
き
か
ら
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
年
か
し
て
か
ら
徐

々
に
出
来
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
今
ま
で
引

き
継
が
れ
て
き
た
こ
の
伝
統
を
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

司

ー
明
る
く
元
気
な
挨
拶
i

「
挨
拶
は
伝
統
が
出
来
る
前
、
開
校
当
時
か

ら
よ
く
出
来
て
い
た
」

;

、

1
心
を
み
が
く
清
掃
1

i
i

、

「
放
課
後
、
部
活
動
が
終
わ
っ
た
後
に
昇
降

口
の
掃
除
を
し
て
い
た
。
夜
に
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
職
員
玄
関

の
掃
除
も
し
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。

ま
た
、
掃
除
の
時
間
の
清
掃
も
き
ち
ん
と

や
っ
て
い
て
、
窓
等
が
ピ
カ
ピ
カ
だ
っ
た
」

白 樺 圃
白山中の正門を通ると、まるで森の中に入っ

たように植物がたくさんあります。マツ、ツバ
キ、自律などの木が立ち並んでいます。年に一
度全校で行われる『スケッチ大会」にもよく使
われています。
それでは季節ごとに見られる花を紹介します。

安春

ソメイヨシノ、ボタン、イカリソウ、ミヤコワ
スレ、キエビネ、ミスミソウ、フタリシズ力、
ウラシマソウ、エビネ、カタクリ、クマガイソ
ウ、サツキ、シラン、ツツジ、ユキノシ夕、スズ
ラニペコブシ、アマドコ口、ノイバラ、オモト、
ウメ、ハナミズキ、ヤマボウシ
*夏
ホタルブク口、リュウノヒクミナルコユリ、イヌ
ショウマ、オシロイパナ、ヤブレガサ、ナッツパ
キ、ワレモコウ、サルスペリ、アジサイ
女秋
シュウメイギク、サラシナショウマ、シュウカ
イドウ、ホトトギス、ミズヒキ、ヒガンバナ
女冬
ツバキ、フクジュウソウ、ヒイラギナンテン、
フキ、アブラナ、サザンカ
他にもまだまだたくさんの種類の植物がある

と思います。興味のある方は是非見に来てくだ
さい。

.._ .._ 

仲
間
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
作
っ
た
こ
の
「
あ

び
こ
子
ど
も
ぺ
l
ジ
」
が
完
成
し
た
時
、
う
れ

し
さ
と
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
後
、
ま
た
繊
会
が
あ
っ
た
ら
、
ま
た
楽
し

く
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員

(
3
年
)
郷
田

(
2
年
)
染
谷

(
1
年
)
福
田

み
ど
り

悠
一
郎

南

堀

創

介

山

口

南

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

-ー-
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
バ
ザ
l
&

里

親

会

日

日

月
7
日
側
9
時
初
分
1
日
時

所

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
ゲ
ー

ト
ボ
1
ル
場
(
雨
天
実
施
)

内

手
賀
沼
遊
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た

犬
猫
を
助
け
る
た
め
、
避
妊
去
警
干

術
な
ど
の
費
用
集
め
を
目
的
に
行
う

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
l
と
星
親
会

※
「
ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
0
4
」
と
同
時
開
催
で
す
。

圃

手
賀
沼
わ
ん
に
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
・

大
久
保
E
7
1
8
3
・
1
5
9
1

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
誠
会

第

8
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

日

日

月
日
日
回
目
時
i
M時
加
分
、

H
日
冊
目
時
S
M
時

(
入
場
無
料
)

所

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

芸
能
発
表
:
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ

ン
ゴ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
、
新
舞
踊
、

大
正
琴
、
詩
吟
、
剣
舞
、
健
康
体
操

ほ
か

展
示
:・
書
道
、
生
け
花
、
写

真
、
盆
栽
ほ
か

※
サ
ス
ケ
の
ラ
イ
ブ
&
ト
l
ク
を
凶

日
目
時
か
ら
開
催
。

圃

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

8
・
2
0
1
0

t1 怠

ぁ

ょ

う

発

表

会

第 1128号

日

日

月
日
日
出
9
時
却
分

S
U時

所

県
立
我
孫
子
養
護
学
校
(
新
木

1
6
8
5
)
〈
入
場
無
料
〉

内

劇
、
踊
り
、
音
楽
活
動
な
ど
の

発
表
と
作
品
展
示

圃

同
校
宮
7
1
8
7
・
0
8
3
1

日
・・・日時

所
・・・場所

ク
ラ
フ
ト
オ
ー
デ
ィ
オ
ク
ラ
ブ

東

葛

第

3
回
作
品
発
表
会

日

日

月
初
日
回
目
時
i
M時

所

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

内

手
作
り
ス
ピ
ー
カ
ー
作
品
発
表

圃

蒲
生
E
7
1
8
4
・
6
6
8
3

ク
ラ
シ
ッ
ク
生
演
奏
と

オ

ー

デ

ィ

オ

の

集

い

日

日

月
比
日
制
比
時
i
M時
却
分

所

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

。
生
演
奏
の
部
(
M
H

時
1
日
時
)

出

中
川
美
和
さ
ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、

制
裁
恵
子
さ
ん
(
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
)
、

藤
本
巌
さ
ん
官
ア
ノ
)

曲
目

鰯
(
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
)
、
ァ

モ
1
ル

(
R
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
)
ほ
か

O
手
作
り
オ
ー
デ
ィ
オ
装
置
C
D
コ

ン
サ
ー
ト
(
日
時
加
分
i
M時
加
分
)

内

生
演
奏
を
録
音
し
た
C
D
と
各

装
置
の
得
意
ジ
ャ
ン
ル
曲
の
再
生

圃

我
孫
子
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
・
脇
田
宮
7
1
8
5
・
1
9
6

1 
障

害

者

施

設

製

品

展

示

即

売

会

日

日

月
5
日
働
1
7
日
冊
目
時
i

口
時
加
分

所

あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ブ
ラ
ザ

ー
階
正
面
広
場
(
小
雨
実
施
)

内

障
害
者
施
設
3
団
体
の
活
動
紹

介
と
製
品
(
ジ
ャ
ム
、
み
そ
、
農
作

物
、
手
工
芸
品
な
ど
)
の
販
売

圃

わ
か
た
け
社
会
セ
ン
タ
ー
・
関

宮

7
1
9
2
・
0
3
2
4

柏

市

音

楽

家

協

会

定

期

演

奏

会

日
・
所
日
月
四
日
働
問
時
開
演
、

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

曲
目

3
つ
の
ロ
マ
ン
ス
句
・
倒
(
シ

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

内
・・・内容

種
・・・種目

ユ
l
マ
ン
)
、
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
(
ク

ル
テ
ィ
ス
)
ほ
か

費

2
0
0
0
円
(
中
高
生
1
5
0

0
円
、
小
学
生
以
下
1
0
0
0
円
)

圃

森
景
宮
7
1
3
9
・
4
6
7
2

ラ

ス

・

プ

ラ

ダ

ス

ド
ナ
ド
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

日
・
所
日
月
初
日
回
目
時
開
演
、

沼
南
町
中
央
公
民
館
(
入
場
無
料
)

曲
目

ス
ラ
ブ
舞
曲
(
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
)
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

圃

星
野
宮
7
1
9
3
・
5
4
6
5

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

堂
本
暁
子
県
知
事
を
む
か
え

子
育
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日
・
所
日
月
初
日
出
日
時
加
分
S

M
時
却
分
、
川
村
学
園
女
子
大
学

内
分
科
会

①
子
ど
も
の
言
い
分

②
働
き
方
を
考
え
よ
う

③
字
校
っ

て
何
の
た
め
④
子
育
て
行
政
・
制

度
を
考
え
る
⑤
理
解
と
サ
ポ
ー
ト

た
ち

が
必
要
な
子
ど
も
違
⑤
あ
な
た
に

と
っ
て
家
庭
と
は
⑦
子
育
て
ス
ト

レ
ス
③
地
域
の
子
育
て
応
援
団

全
体
会

パ
ネ
リ
ス
ト:・
堂
本
暁
子

さ
ん
(
千
葉
県
知
事
・
)
、
浅
井
義
弘

さ
ん
(
川
村
学
園
女
子
大
学
教
授
)
、

佐
久
間
満
恵
子
さ
ん
(
マ
マ
M
m
A
T

E
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
:
・新
藤

一
寿
さ
ん

(
キ
ツ
ズ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
)

費
無
料
(
保
育
は
5
0
0
円
)

申
・
圃

フ
ァ
ク
ス
か
ハ
ガ
キ
か
E

メ
1
ル
で
「
子
育
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」、

氏
名
、
所
属
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
希

望
の
分
科
会
、
保
育
希
望
者
は
子
の

名
前
、
年
齢
、
保
育
上
の
注
意
点
を

明
記
し
、

U
月
日
固
ま
で
に
〒
2
7

o
l
-
-
5
4
白
山
1
の
1
の
幻
の

3
0
1
潟
北
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

実
行
委
員
会
事
務
局
宮
間
7
1
8
3

.
8
8
6
6
E
メ
l
ル
件
巴
ナ
ロ
朋
⑥

ナ
W
C吋
釦

F
C
仲帥・。
0
・』℃

対
・
:
対
象
・
{
唇
員

持
・・・持参

家
庭
で
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と

ム
名
、
ラ
ン
ク
、
代
表
者
の
住
所
・

ス
ピ
ー
ド
ポ

l
ル
の
試
打
会

氏
名
・
電
話
番
号
、
全
員
の
氏
名
を

日
・
所
日
月
四
日
回
目
時
i
M時
、
明
記
し
、
日
月
日
日
必
着
で
〒
2
7

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
参
加
無
料
)

O

l
l
l
6
5
並
木
9
の
3
の
2
駒

内

家
庭
で
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
田
由
美
子
宮
7
1
4
9
・
3
6
8
5

イ
ズ
(
日
時

i
H
時
)
、
ス
ピ
ー
ド

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

ボ
l
ル
の
試
打
(
比
時
S
M時
)

生

き

が

い

づ

く

り

講

座

圃

ス
ピ
ー
ド
ボ
1
ル
を
楽
し
む
会
@
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え

・
伊
豆
野
宮
7
1
8
2
・
5
3
6
2

講
座

あ

び

こ

お

か

み

さ

ん

会

日

ロ

月
日
日
同
・
口
日
働
9
時
i

「
た
て
・
横
・
な
な
め
」
講
座
日
時
(
全
2
回
)

日
・
所
日
月
5
日
働
問
時
i
、
コ

持

エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン

「た

て

・

。

植
木
管
理
基
礎
講
座

横
・
な
な
め
」
(
我
孫
子
警
察
署
隣
)

日

ロ

月
9
日
同

-m日
働
9
時
i

※
講
演
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
開
催
。

日
時
(
全
2
回
)

内

「
オ
1
ガ
ニ
ツ
ク
は
幻
世
紀
の

持

花
パ
サ
ミ
、
財
定
パ
サ
ミ
、
作

切
り
札
」
講
師
:・
田
村
安
さ
ん

(N

業
に
適
し
た
服
装
、
昼
食
、
お
持
ち

P
O
法
人
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
l
ガ
ニ
ッ
の
方
は
折
り
た
た
み
ノ
コ
ギ
リ

ク
食
品
普
及
協
会
理
事
長
)

所

い
ず
れ
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

対

先

着

目

人

タ

l
事
費
附
(
つ
つ
じ
荘
隣
)

費

8
0
0
円

(

資

料

代

)

対

各

講

座

先

着
加
入

※
懇
親
会
の
費
用
は
別
途
。
費
い
ず
れ
も
無
料

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
会

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
(
ハ

事
業
部
・
中
島
E
m
7
1
8
2
・
9

ガ
キ
1
枚
に
1
講
座
)
、
住
所
、
氏
名
、

3
2
3

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

市

民

柔

道

大

会

を
明
記
し
、

U
月
比
日
必
着
で
〒
2

(
高
校
生
・
一
般
)

7
o
l
-
-
2
1
中
峠
2
6
0
7
細

目
・
所
日
月
比
日
側
9
時
却
分
間
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
、
市
民
体
育
館

宮
7
1
8
8
・
2
2
0
0

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

あ

び

こ

雑

学

ね

っ

と

費

5
0
0
円

き

ら

り

我

孫

子

人

お

話

会

ふ
り
が
な

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

日

日

月
ロ
日
働
日
時
5
日
時

生
年
月
日
、
段
位
、
性
別
、
電
話
番

所

ア
ピ
ス
タ

号
を
明
記
し
、
日
月
5
日
必
着
で
〒

内

「
熱
し
や
す
く
冷
め
に
く
い
女

2
7
o
l
-
-
2
1
中
峠
1
3
0
4

の
初
年
」
講
師
:・
和
田
三
千
代
さ
ん

星
野
栄
E
7
1
8
8
・
1

9

7

1

(
我
孫
子
市
消
費
者
の
会
)

レ

デ

ィ

ー

ス

オ

ー

プ

ン

費

4
0
0
円

車

球

大

会

(

団

体

戦

)

申

・

圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
日
月

日
・
所
ロ
月
3
日
働
9
時
受
け
付
叩
固
ま
で
に
山
田
宮
間
7
1
8
4
・

け
、
市
民
体
育
館

4
6
7
0

種

1
チ
l
ム
5
人

以

上

の

団

体

戦

実

践

倫

理

宏

正

会

(
4
単
1
複
で
複
の
選
手
1
人
の
み

フ

ァ

ミ

リ

ー

の

つ

ど

い

重
視
可
)
〈
A
・B
-
C
の
ラ
ン
ク
別
〉

日

日

月
比
日
冊
目
時
却
分

sロ
時

対

却

歳
以
上
の
女
性

所

市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

費

1
チ
1
ム
4
0
0
0
円

内

家
族
に
つ
い
て
の
体
験
発
表

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
1

圃

時

酎
守
，
a1
8
2
・
0
7
5
1

・
R

・
:
費
用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

-.~司・~ ・・~・・・F司・ ...同司・【一・， . - - 守守 〒 .. " .. ..... ・. -
相 談 名 日 時 場 所 問い合わせ

2日側、 4日開岡、9日(?，?、11日開、市民相談室
秘 書 課

法律相談 16日側、18日 9:30 '" 15:30 I (本庁2階)

※予約は11月1日(月)8時30分から電話で秘書課ヘ
内線269

県民無料法律相談 12日幽 1 3:00 '" 16:00東輸賠セント 東葛飾県民センター
(民事) ※予約は11月8日(月)9時から電話で右記ヘ ftω7・365・3008

税務相談
19日倒 10:00 '" 15:00収税課 収税課

※予約';J:11月15日開)8時30分から電話で収税課ヘ 内線341
人権相談 25日関 10:00 '" 15:00 酉F脂2陪相議室 生活支援課
行政相談 25日関 1 0:00 '" 12:00 

市民相談室
秘 書 課

不動産相談 12日幽 1 0:00 '" 15:00 
住宅相談 ※住宅相談は増改築などの相談 消費生活センター

都市計画課

交通事故相談 8日[月) 1 0:00 '" 1 5:00 交通整備課 交通整備課
心の相談 4日関 13:30 '" 15:30 福祉総合相談室 福祉総合相談室
4カ月児相談 2日.9日(刈 9:00'"9:50受付 保健センター 保健センター
育児相談 17日制 9:15'" 1 0:00受付 アビスタ ft 7187-1131 
療育相談

25日附 13:∞'"14:∞受付未熟児等発達相談 柏健康福祉
アルコール悩みごと相談 1日・15日(月)14:00'" 16:00 

柏健康福祉
センター

心の健康相談 5日閥、8日側、17日刷、22日開)14:∞"'16加 センター
(相保健所)

女性のための僅康相談 婦人科…9日ω、内科…16日関
(相保健所)

ft 7167・1255
不妊相談 11日関 13:00 '" 15:00 

健康相談
5日掛 10:00'" 11 :15 つつじ荘 つつじ荘
12日幽 1 0:00 '" 11: 15 西部福祉センヲー 西部福祉センター

僅康生きがいづくり相談 月~金曜日 9:00 '" 15:00 
社会福祉協議会

1日・15日・29日開)9:00 '" 15:∞ 
心配ごと相談 8日伺) 9:00 '" 15:00 保健センター

社会福祉協議会

22日伺) 9:00 '" 1 5:00 布佐市民センター
ft 7184-1539 

結婚相談 7日・21日(日) 1 0:00 '" 14:00 社会福祉協議会

教室名 日 時 定員 参加費 持 参
おしゃれ教室内ール 9日(?，?・30日関 5人3∞円

ほどいたウールの着物、;柵
の着物でチャンチャンコ)10:00'" 15:00 (全2回) の裏地、糸、裁縫道具、昼食
牛乳J'¥")クで 12日幽・24日嗣 各5人3∞円 パスタオル2枚
ハガキ作り教室 1 0:00 '" 12:00 
木工教室(鉢カバー)16日側10:00'" 12:00 5人3∞円 なし
小袋作り教室(ちり 17日制10:00'" 15:00 5人5∞円

15ωx 15仰の男女雛用絹の
めんの布でおひな様) 古布告1枚、裁縫道具、思食
包丁研ぎ講習会 20日出10:00'"12:00 5人3∞円 包丁は1人2本まで
卜ールペインティング 21日(日)1 0:00'" 12:00 5人8∞円 2卜ー本ル、ペエイプンロト用ン丸、筆ぞ・平筆各
教室(クリスマスツリー) うきん
おしゃれ教室(牛乳パ 24日制10:00'" 15:00 5人3∞円

印倒的のキルティングか冬物生地、
ックで正座用ミニイス) 制ムテーの眠、雛旗、昼食
糸のこ教室(クリスマスツリー)25日開10:00'" 12:00 5人3∞円 なし
J'¥")チワーク教室(初 26日掛・12月24日幽 5人3切円 5000の3種類以上の木
心者向111¥':Jグ) 10:00'" 15:00 (全2回) 綿生地裁縫道具、思食

裂き織り教室
① 9:30'" 12:00 

各6人5∞円 1m四方の古布、ハサミ30日ω①13:∞'" 15:30 

。リサイクル・フリーマーケット出庖者を募集
日時・場所 11月28日間午前10時から午後2問、ふれあい工房(出居無料)
対象 市内在住・在勤・在学の個人と団体(業者の方は不可)
募集数 35区画(1区画3.3rrf) (応募者多数の場合は抽選)
申し込み 往復ハガキに代表者の住所、氏名(団体名)、電話番号、主な出庖品目、
返信面にあて先を明記し、 11月11日必着で〒270・1173青山450ふれあい工房ヘ

0臼 リサイクル教室

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

申し込み・固 電話で月曜日を除く毎日午前9聞から午後5時までにふれあい工房
運営協議会O7186・5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場

合は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は開催日の前日にご連絡ください)

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 臼 は「あびこ楽校jの事業です。
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全
国
友
の
会
我
孫
子

家
事
と
家
計
の
講
習
会

日
・
所

①
日
月
時
日
同
:・
天
王
台

北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
②
凶
日
働
:・
ア

ビ
ス
夕
、
い
ず
れ
も
日
時

i
u時

対

①
先
着
目
入
、
②
先
磐
田
入

費

4
0
0
円

(
資
料
代
)

※
託
児
あ
り

(2
0
0
円
、
要
予
約
)
。

申
・
圃

電
話
で
庭
野
宮
7
1
8
5

.
3
5
1
7
 

ひ
と
り
で
苦
し
ま
な
い
で

統
合
失
調
症
講
演
会

日

日

月
日
日
制
凶
時
i
M時

所

市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

内

「
ひ
と
り
で
苦
し
ま
な
い
で
統

合
失
調
症
S
見
守
る
方
と
ご
本
人
の

た
め
の
基
礎
知
識
」

講
師
:・
肥
田

裕
久
さ
ん
(
初
石
病
院
精
神
科
医
)

圃

N
P
O
法
人
自
立
支
援
ネ
ッ
ト

我
孫
子
・
類
地
雷
7
1
8
2
・
8
1

3
5
 

~ -
授
産
施
設
む
つ
ぼ
し

さ
と
い
も
掘
り
と
芋
煮
会

日

日

月
初
日
回
目
時
加
分
i
U時

(
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
)

所

む

つ
ぽ
し
第
2
農
園
(
北
新
田
)

内

さ
と
い
も
掘
り
、
芋
煮
と
昼
食
、

歌
、
踊
り
、
太
鼓

費

6
0
0
円

.. 
ti 怠

た

む

ら

田
村

(
布
佐
酉
町
・

1
歳
4
カ
月
)

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
わ
が

ま
ま
&
い
だ
ず
ら
や
り
服
題
の
わ

ん
ぱ
く
な
男
の
予
で
す
。

健
人
ち
ゃ
ん

持

長
靴
、
手
袋
、
タ
オ
ル

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
日
月

日
固
ま
で
に
む
つ
ぽ
し
保
護
者
会
宮

間

7
1
8
4
・
6
2
5
8

マ
ン
シ

ョ
ン
管

理

基

礎

セ

ミ

ナ

ー

日

日

月
初
日
回
目
時
日
分
1

所

印
西
市
中
央
駅
前
公
民
館

対

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
関
係
者
・
管

理
組
合
役
員
な
ど
、
先
着
1
2
0
入

費

無

料

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
日
月

5
日
か
ら
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
3
・
2
2
3
・
3
2
6
5
m
o

4
3
・
2
2
1
・
6
4
0
1

ぼ
し
ゅ
う

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
水
曜
日
目
時
必
分
5
2時

所

ア
ピ
ス
タ

内

初
級
の
英
会
話

(N
H
K
ラ
ジ

オ

「新
基
礎
英
語
1
」
を
使
用
)

対

先
着
目
入

費

月

額

3
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
英
会

話
サ
ー
ク
ル
リ
ズ
ム
尉
野
間
7

1
8
4
・
7
9
7
9

皆2
苔川It
田

歳
5 
カ
月

み
さ
き

美
咲
ち
ゃ
ん

車
や
電
車
ガ
大
路
き
で
、
い
つ

も
あ
兄
ち
ゃ
ん
の
後
を
お
い
か
け

て
ま
す
。

手
話
ソ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
月
第
1
5
3
木
曜
日
目
時
加

分
S
M時

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内

童
謡
な
ど
を
歌
い
な
が
ら
手
話

を
学
習
(
指
を
動
か
し
脳
を
活
性
化
)

費

月

額

5
0
0
円
、
入
会
金
5
0

0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
手
話

ソ
ン
グ
。
あ
い
0

・
近
藤
宮
削
7
1

8
5
・
8
0
2
8

お
し
ら
ぜ

平
成
げ
年
成
人
式

日
・
所

平
成
口
年
1
月
日
日
嗣
受

け
付
け
:
・
叩
時
却
分
i
U時
、
式
典

日
時
S
U時
、
市
民
会
館

対

市
内
在
住
の
昭
和
田
年
4
月
2

日
iω
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
へ
は
ロ
月
上
旬
に
案
内
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

※
市
内
の
小
・
中
学
校
の
卒
業
生
で

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
。

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
2

戦

没

者

追

悼

式

u月
5
日
ω四
日
時
却
分
S

所

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

対

戦
没
者
や
戦
災
死
没
者
の
遺
族

な
ど

圃

生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

日
年
末
調
整
説
明
会

日
・
所
日
月
口
日
制
日
時
却
分
5

日
時
加
分
、
市
民
会
館

※
年
末
調
整
な
ど
に
必
要
な
書
類
を

会
場
で
配
布
し
ま
す
。
案
内
状
が
届

い
て
い
る
方
は
、

「
年
末
調
整
関
係

諸
用
紙
請
求
書
」
に
必
要
枚
数
を
記

入
の
、
?
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

圃

柏
税
務
署
法
人
課
税
第
2
部
門

宮

7
1
4
6
・
2
3
2
1

一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫

日
月
四
日
同
日
時
5
日
時

所

我
孫
子
市
商
工
会

内

事
業
資
金
融
資
の
相
談

申
・
圃

電
話
で
日
月
日
固
ま
で
に

商
工
会
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

刊
月
は
指
名
手
配
捜
査
強
化
月
間

犯

罪

捜

査

に

ご

協

力

を

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
オ
ウ

ム
真
理
教
特
別
指
名
手
配
犯
人
や
、

そ
の
他
の
指
名
手
配
犯
人
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
オ
ウ
今
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

宮

0
1
2
0
・
0
0
6
・
0
2
4
、

我
孫
子
響
察
署
宮
7
1
8
2
・
0
1

1
0
 

ち
ば
若
者
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

若
年
者
の
た
め
の
企
業
説
明
会

日

日

月
四
日
出
ロ
時
却
分
受
け
付

け
、
日
時
日
分
終
了
予
定

所

柏
商
工
会
議
所
(
柏
市
東
上
町
)

内

地

元
企
業

mlω
社
に
よ
る
企

業
概
要
や
求
人
内
容
な
ど
の
説
明
会

対

日

歳
i
M歳
の
求
職
者

費

無

料

※
電
車
や
パ
ス
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

圃

県
庁
雇
用
労
働
課
宮
0
4
3
・

つ』つ』
qu
・つ』ウ
'
F
O
つ』

日
外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
会

日
月
口
日
制
日
時

sv即
時

所

千
葉
県
弁
護
士
会
館
(
県
教
育

会
館
そ
ぱ
)
〈
費
用
無
料
〉

内

外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
相
談

会
般
(
在
留
資
格
、
労
働
関
係
な
ど
)

対

外
国
人
(
日
本
語
を
話
せ
る
方

を
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
)

※
英
語
、
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

ペ
ル
シ
ャ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
通
訳

あ
り
。

持

パ

ス
ポ
ー
ト
や
給
料
明
細
書
な

ど
の
相
談
に
必
要
な
書
類
や
メ
モ

圃

千
葉
県
弁
護
士
会
宮
0
4
3
・

2
2
7
・
8
4
3
1

日

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
相
談
日

日

日

月
幻
日
冊
目
時
i
口
時

内

夫
の
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト

ー
ヵ
ー
な
ど
の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
無
料
電
話
相
談

相
談
電
話
番

号

宮

0
4
3
・
2
4

5 事圃 7
5 葺~

局千 9
g 葉 9
0 県 2
4 人 2

3襲
2 護
4 宅き

7量
3 合
5 会

マ
ン
シ

ョ
ン

問
題

個

別

相

談

会

日

日

月
お
日
同
日
時
5
日
時

所

白
井
市
役
所
相
談
室

内

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
の

無
料
個
別
相
談

対

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
や
居

住
者
な
ど
、
先
着
8
組

(
1組
初
分
)

申
・
圃

電
話
で
日
月
刊
日
か
ら
住

ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
3
・
2

2
3
・
3
2
6
5

社
労
士

1
1
0
番

日

日

月
日
日
同
・
ロ
日
働
9
時
i

口
時

内

雇
用
、
年
金
、
賃
金
、
労
務
改

善
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
電
話
相
談

相
談
電
話
番

号

宮

0
4
3
・
2
2

2
・
4
8
6
4

圃

千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
東

潟
支
部
宮
0
4
7
・
3
4
5
・
9
9

Q
d
つ臼県

立
東
葛
飾
高
校
定
時
制

成
人
の
特
別
入
学
者
選
抜

検
査
の
日
・
所

平
成
口
年
2
月
2

日
側
、
県
立
東
葛
飾
高
校

対

中
学
校
を
卒
業
し
た
成
人
の
方

(
平
成
口
年
3
月
白
日
現
在
)

内

作
文
、
面
接

願
書
受
け
付
け

平
成
口
年
1
月
訂

日
同
・
お
日
働
(
お
日
は
正
午
ま
で
)

学
技
説
明
会
日
月
お
日
側
、
平
成

口
年
1
月
ロ
日
附
(
四
時
受
け
付
け
)

圃

同
校
宮
7
1
4
3
・
4
2
7
1

移
動
図
書
館
我
孫
子
ス
テ

J
Y
ヨ
ン

刊

日

の

巡

回

は

中

止

に

移
動
図
書
館
の
我
孫
子
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
(
あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
前
広
場
)
は
、
あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
プ
ラ
ザ
の
イ
ベ
ン
ト
準
備
で
使

用
で
き
な
い
た
め
、
日
月
日
日
同
の

巡
回
を
中
止
し
ま
す
。

圃

移
動
図
書
館
宮
7
1
8
7
・
0

9
0
9
 

羽
田
空
港
再
拡
張
に
係
る

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
に
つ
い

て
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
が
始

ま
り
、
事
業
を
行
、
つ
国
土
交
通
省
か

ら
千
葉
県
に
、
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
の
第
一
段
階
で
あ
る
環
境
影
響

評
価
方
法
舎
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
着
陸
機
の
飛
行

ル
1
ト
範
囲
に
入
る
本
市
に
も
、
こ

の
+n
話
番
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
弁
話
番
に
対
し
て
環

境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方

は
、
事
業
者
に
意
見
舎
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期

間

口

月
沼
田
ま
で
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
の
8
時
初
分

i
u時

所

手
賀
沼
課
(
市
役
所
西
別
館
4

階
)

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
9

県

立

沼

南

高

校

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
ご
利
用
を

県
立
沼
南
高
校
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
(
和
室
・
洋
室
4
部
屋
)
を

無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

活
動
や
会
議
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

開
放
日
月
5
金
昭
日
9
時
S
M
時

加
分
(
祝
日
を
除
く
)

所

県
立
沼
南
高
校
内
(
沼
南
町
岩

井
6
7
8
の
3
)

※
利
用
に
は
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

圃

同
校
宮
7
1
9
1
・
8
1
2
1

0
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

湖北台分館ft7187・~~~ I曜日l日
布佐分館ft7189・1311戸...1....・ .. ....... ... ~ 
移動図書館ft7187-09ω 

場所| 日 時 | 内 容 11水1171浅 野 谷 3号公園114:10"'14:ω
市民図書館111日・25日開 10:40"'11:001手あそび、絵本の読み聞かせほか11 1 1柴 崎台北公園115:00"'16:∞
臼パーパタイム倒象 :4歳-9歳児) I . I 4 I森 の 公 園113:20"'13:叩

| 内 容 |川|休木I:J|附新木北公 園lい14:1ω0'"叶1叫4ι:ω
市民図書館14日'1叩8日附州1 ~'J 1 r > =- 11 |い18引|限天 王 台 東 公 園l叩肱削側:沿初O∞0'"叶哨哨1附体6:
湖北台分館1 1ロ2日幽 |い16:0∞0'"16:初初|棄話、絵本の読み聞かせほか"_ I 5 I根戸近隣 センタ一lい1日3:羽2却0'"叶1口3芯:叩
布佐分館|い11日'2お5日附州1 1 11一

L--____  ____� 1 1191つくし野4号公園東側入口115:00"'16:∞
101ケンタ沖ーフライドチキン駐車場114:∞"'14:40

水|・
241台田池尻公園115:00"'16:∞
11 1※あびこショッピングプラザ前広場114:∞"'15:∞

木|・
251自山中学校裏門入口11叩5:初2却0'"叶16:∞

金 I~戸門苧別，21東 屋 敷 公 園lい14昨4ι:∞~叶引哨1叫昨4ι:
261つ〈し野4号公園東側入口115:沿O∞0'"16:∞ 

※ 1刊1日の巡回は中止です。

所

荒天帽天・強
風怠e')(神止

13:20"'13:叩
時間

移動図書館そよかぜ号
場

市民図書館ft7184-1110 図書館耀より
Vおはなし会
。 ミッフィータイム(対象:1歳-3歳児)

四h

骨内

量

晶・作者

編み物展・松永ナナ子とシルバー人材センターの
湖北台分館|仲間たち (29人) 111月10日制

展示期間作
一一

目

J
-

1

・
-フ一ヤ

『
ギ
竺
苛

一一一
F
h
-場

1月10日脚書道展・・身体障害者福祉センター書道講座の皆さ
布佐分館|

ん (18人)

市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

我孫子市民文化祭 1日(月)'"3日鯛

書道展 10:00"'17:00(1日は

山田ft7182・4405 13時から、 3日U.16時まで)

山田きんしん個展& 12日制'"17日制

絵画教室作品展 1 0:00'" 18:00(12日ti
山田ft7184-1230 13時から、17日U.17時まで)

我孫子市民文化祭 20日出'"24日制

絵画展 1 0:00'" 18:00 
文化課ft7185・1601 (24日は15時30分まで)

栗山淳・毛利弘子 27日出"'12月1日制

絵画教室展 10:00'" 18:00 
毛利ft7188・0548 (12月1日は17時まで)

入場無料

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 



(10) 2004.11.1 
.... -t1 怠

11月は「動物lこよる危害防止対策強化月間j

山間人の鰍品

ならないよう巴固いましょう

第 1128号

日
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物
を
適
切

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
受
診
者
に
ロ
月
中
旬
こ
ろ
「
検

診
の
案
内
」
を
送
付
し
ま
す
。

司

幼
児
の

B
C
G
接
種
が

標
宜
わ
り
ま
す

結
核
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
げ
年
4
月
1
日
か
ら
乳
幼
児
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃
止
さ

れ
、
生
後
6
カ
月
(
最
長
1
歳
に
な

る
前
日
)
ま
で
に
B
C
G
の
直
接
接

種
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
口
年
3
月
白
固
ま
で
に
4

歳
に
な
る
お
子
さ
ん
で
B
C
G
接
種

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
(
げ
年
4
月

1
日
か
ら
、
-
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

は、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
)

※
予
約
制
や
接
種
目
指
定
の
医
療
機

闘
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

。
動
物
に
は
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ

う
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
目す
な
ど

を
記
載
し
た
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
登
録
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
必
ず
付
け

ま
し
ょ
う
。

。
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
禁
止

で
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
場
合
は
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫

を
屋
外
で
飼
う
と
、
近
隣
の
方
な
ど

に
迷
惑
を
か
け
た
り
感
染
症
に
か
か

っ
た
り
、
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
も

あ
り
ま
す
。

。
犬
・
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い

よ
う
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
の

措
置
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
犬
・
猫
に
、
道
路
や
公
固
な
ど
公

親
泊
児
医
療
費
の
申
笥
を
支
所
で
宅
受
け
付
け

こ
れ
ま
で
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
受
給
券
」
の
発
行
や
県
外
な
ど

で
支
払
っ
た
医
療
費
の
申
請
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
市
民
課
(
市
役

所
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

日
月
1
日
か
ら
各
支
所
(
つ
く
し

野
、
湖
北
台
、
湖
北
、
布
佐
)
で

受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー

E
7
1
8
7

.
1
1
3
1
 

金
乳却児医療費目成制度

。乳幼児医療費助成受

給券を利用し、0歳か

ら4歳未満の乳幼児が、
県内の医療機関で受け

た通院、入院の医療費

を1回200円(一部無

料)で利用できます。

O4歳から蹴学前の乳

幼児は、 5日以上継続

して入院した場合に利

用できます。

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

妊
娠
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
妊
娠

中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
を

丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話
を
し
ま

す
。
希
望
者
に
は
、
歯
科
相
談
や
口

腔
内
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

日

時

日
月
お
日
同
午
後
1
時
初
分

か
ら
3
時
(
参
加
無
料
)

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

の
場
所
や
他
人
の
敷
地
内
で
排
せ

っ
さ
せ
る
よ
み
手
迷
惑
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
運
動
と
排
せ
つ
は
、

し
つ
け
に
よ
り
分
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

。
飼
い
主
が
い
な
い
犬
や
猫
に
は
、

む
や
み
に
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

。
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
、
ヘ
ピ
な
ど
の

危
険
な
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

。
動
物
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は、

責
任
を
持
っ
て
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
動
物
を
野

に
放
つ
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

圃

相

健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
6
7
・
1
2
5
5
、
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1
3
1

講
師
谷
田
部
茂
樹
歯
科
医
師
(
我

孫
子
市
歯
科
医
師
会
)

定
員

先

着
犯
人

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
日
月
M
固

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
へ

一長

の
飼
い
方
・
し
つ
け
方

一教
室
(
基
礎
講
座
)

日

時

ロ
月
4
日
出
午
前
日
時
か
ら

午
後
O
時
加
分

場

所

柏
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

①
講
義
(
犬
の
し
つ
け
の
意

義
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
犬
の
し
つ
け
方

の
学
習
)

②
実
技
(
モ
デ
ル
犬
に

よ
る
実
演
と
実
習
)

定
員
印
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽

選
。
初
人
未
満
の
場
合
は
中
止
)

参
加
費

2
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト

代
、
傷
害
保
険
料
含
む
)

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に

「犬
の
し
つ
け
方
教
室
受
講
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
飼
養

の
有
無
(
有
り
の
場
合
は
犬
の
種

類
・
年
齢

・
雄
雌
の
別
も
)
、
相
談

し
た
い
内
容
、
返
信
あ
て
先
を
明
記

し、

U
月
お
日
必
着
で
一
T
2
7
7
1

0
0
0
5
柏
市
柏
2
5
5
千
葉
県
柏

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
柏
保
健
所
)

健
康
生
活
支
援
課
宮
7
1
6
7
・
1

2
5
5
へ

※
飼
い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
・
場
所
日
月
日
日
同
午
後
1

時
加
分
か
ら
3
時
記
分
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
(
市
役
所
西

別
館
3
階
)

〈予
約
制
)

内
容

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
象
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
介
護
支
援

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2
へ

寸
劇

l
ム
ヘ
ル
パ
l
2
級

事
蚕
成
講
座

日
時

①
日
月
6
日
出
・

②
日
月
日

日
制
開
講
、
約
5
カ
月
で
終
了

場
所

マ
マ

M
A
T
E研
修
セ
ン
タ

ー
(
天
王
台
駅
北
口
徒
歩
約
5
分
)

定
員
各
先
着
目
人

受
講
料

7
万
5
0
0
0
円
(
税
込

み
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)

圃

フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
宮
0
1
2

0
・
0
3
0
5
1
1
(月
曜
日
か
ら

金
曜
日
)

2E
I字
家
庭
看
護
法
・

高
岡J
安
全
法
講
習
会

。
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

日

時

日
月
M
日
制
か
ら
お
日
働
午

前
日
時
か
ら
午
後
4
時
(
全
3
回
)

。
家
庭
看
護
法
介
助
員
養
成
講
習
会

日

時

ロ
月
M
日

ωか
ら
口
日
働
午

前
日
時
か
ら
午
後
4
時
(
全
4
回
)

@
家
庭
看
謹
法
一
般
講
習
会

日
時

1
月
比
日
働
午
前
日
時
か
ら

午
後
4
時

場

所

成

田
赤
十
字
病
院

対
象
・
{
Z
貰

全
日
程
に
出
席
で
き

る
方
、
各
先
着
却
人
(
応
募
者
少
数

時
は
中
止
)

費

用

各

1
0
0
0
円
(
教
材
費
)

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

習
会
名
、
開
催
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

(
会
社
名

・
学
校
名
)
を
明
記
し
、

〒
2
8
6
1
8
5
2
3
成
田
市
飯
田

町
鈎
の
1
成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課

宮

0
4
7
6
・

n
・
2
3
1
1
へ

む
し
歯
予
防
に
効
果
の
あ
る

⑤

食

品

と

は

!

健
康
メ
宅

む
し
歯
と
は
、
基
本
的
に
脱
灰

(
歯
の
ミ
、
不
ラ
ル
の
喪
失
)
が
再
石

灰
化
(
ミ
ネ
ラ
ル
の
回
復
)
と
の
相

対
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
超
え
る
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
は
、
む
し

歯
予
防
は
、

「砂
糖
の
摂
取
制
限
」

が
最
大
の
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
こ
の
再
石
灰
化
の
促
進
が

重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

砂
糖
の
摂
取
が
一
人
あ
た
り
年
間

日
均

(
ω
g
/
日
)
を
超
え
る
と
む

し
歯
の
数
は
増
加
し
、
年
間
叩
均

(
U
g
/
日
)
未
満
で
は
、
む
し
歯

が
極
め
て
少
な
い
と
の
研
究
も
あ
り

ま
す
の
で
、
砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
歯
予
防
効
果
を
有
す
る
食
品

。心の健康に関する教室
福祉総合相談室宮7185・1631

時 場所名称 日

15日(月)
心の健康クラブ

14 :∞'" 16:∞ 保健センター

アルコール教室
5日・ 19日幽
13 : 30 '" 15 :∞ 

一ω
j
m仰
歳
の
乳
が
ん

付
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
集
団
検
診

日
時

ロ
月
初
日
側
、
辺
日
制

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
に
住
民
登
録

・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
必
歳
か
ら
必
歳
の

女
性
(
昭
和
初
年
4
月
1
日
か
ら
幼

年
3
月
白
日
生
ま
れ
)

{客
員

2
5
0
入

費
用

5
0
0
円
(
世
帯
全
員
が
市

県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
無
料
)

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ

(
1
枚
に

つ
き
1
人
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月

四
日
消
印
有
効
で
〒
2
7
o
l
-
-

3
2
湖
北
台
1
の
ロ
の
時
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1
3
1
へ

※
世
帯
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
ロ
月
日
日
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

』

P
案
内
図

。臼健康づくりうんどう教室
保健センタ一宮7187・1131

成
分
が
、
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
代
表
例
が
乳
製
品
の
チ
l
ズ
で
、

そ
の
予
防
効
果
は
圏
内
で
は
話
題
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
欧
米
で
は
、

多
く
の
実
験
、
研
究
で
幅
広
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
牛
乳

に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、

カ
ゼ
イ
ン
が
む
し
歯
を
抑
制
し
、

再

石
灰
化
を
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
食
品
で
は
、
加

工
精
製
し
て
い
な
い
全
粒
食
品
(
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
等
)
が
配
駅
回
数
を
増
加

さ
せ
寝
室
を
促
す
こ
と
に
よ
り

予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。
茶
葉
抽
出

物
が
プ
ラ
1
ク
中
の
フ
ッ
化
物
濃
度

を
上
昇
さ
せ
て
、
砂
糖
が
豊
富
な
食

品
の
む
し
歯
誘
発
性
を
低
下
さ
せ
る

日時 場所

10日制 布佐南公園
10: 00"'11: 00 (雨天中止)

16日ω 湖北台中央公園
10: 00"'11: 00 (雨天時は保健センター)

19日(劃 天王台西公園
10: 00"'11: 00 (雨天中止)

。各種健診と健康教室
保健センタ一宮7187・1131

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

母
乳
に
つ
い
て
は
、
疫
学
調
査
で

む
し
歯
の
減
少
に
関
与
す
る
と
の
結

果
が
で
て
い
ま
す
。

近
年
、
食
品
由
来
成
分
を
添
加
し

た
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
の
再
石
灰
化

促
進
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

圏
内
で
開
発
さ
れ
た
骨
一
隼
デ
ン
プ

ン
由
来
リ
ン
酸
化
オ
リ
ゴ
糖
の
カ
ル

シ
ウ
ム
塩

(p
o
s
l
C
a
)
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
供
給
源

と
し
て
期
待
さ
れ
る
紫
材
で
、

再
石

灰
化
促
進
効
果
の
ほ
か
に
酸
の
働
き

を
弱
く
す
る
こ
と
も
特
徴
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
然
食
品
で
あ
る
チ
ー
ズ
を
基
本

の
食
材
に
し
て
、
シ

ュ
ガ
ー
レ
ス
の

ガ
ム
を
有
効
に
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
ゅ
ん
だ

ガ
ム
は
紙
に
包
ん
で
ゴ
ミ
箱
へ
。

圃

我
孫
子
市
歯
科
医
師
会
宮
7
1

8
3
・
6
2
3
3

項目 期 日 対象

回 しあわせ学級 5日・12日・ 妊娠却"'27週の方
(マタニテイクラス)19日幽 (3園田摘親、家族)

1歳6カ月児健療33査4日・11日同 平成15年4月生まれ
2歳8カ月児歯科健診 18日同 平成14年3月生まれ
3歳児健康診査 4日・11日同 平成13年4月生まれ

離乳食約教)室26日(創 乳(先児着の3い0る人母)親
(要予

g健康いきいき 8日・15日・ 体を動かしたい方
教室 22日(月) (13:∞"'13:泊費付)

診療相目 内科・小児科・歯科

受付時間 9:00"'11 :30、13:00'" 16: 30 

※歯科は午前中のみ

措参健康保険証、診療費

固休日診揮所c7187ヴ020

休日・夜間|こ病気|こなっ定ら

87184-0119 (澗帽)へ
(救急車の要請は宮11 9へ)

体目・夜間殺急病院

?ピコ外相整形外相病院 我孫子 264
我孫子聖仁会病院湖北台46 1 

我孫子つくし野病院つくし野131 1 
我孫子東邦病院我孫子1851 1 
平和台病院布佐83428 

小児教急病院
取手協同病院取手市浦21 1 

※休日明夜等の診察料は、時間外加算のた
め割高になります

厄100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。


